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公益社団法人日本放射線技術学会 核医学部会 

核医学部会からのお知らせ     JSRT では会員カードでの参加履歴記録システムを導入しています． 

入門講座・専門講座・部会の参加には会員カードをご持参ください． 



巻頭言 

 

「つながりのチカラ，信じてみませんか？」 

 

東北大学  小田桐 逸人 

 

巻頭言という貴重な機会を頂戴し，光栄に存じます．私が核医学部会の委員に就任してからの

8年間には，新型コロナウイルスの流行や部会の再編計画など，さまざまな出来事がありました．

振り返ると，就任当初は委員の皆さんの豊富な知識と行動力に圧倒されるばかりで，日々必死に

部会運営に取り組んでいたことを思い出します．そんな中でも，委員の皆さんに助けられながら，

多くの学びと経験を重ねてくることができました．核医学は，専門性が高く，日々新しい知識や

技術が生まれている分野です．核医学部会は，そうした情報を学び合い，共有し合う貴重な場で

あると同時に，私にとっては「人とのつながり」の大切さを改めて実感させてくれる場でもあり

ました． 

 

先日開催した核医学技術研修会では福島と秋田の 2 会場を福島と秋田の 2 会場をオンライン

で結び，同時開催という新しい試みを行いました．基礎となる講義や講演は一つの会場から配信

し，実技演習は各会場で進めることができるため参加者同士相談しながらの操作や結果の確認

をグループで共有できることは画面越しに一人で視聴する形式とは異なり，人のつながりを感

じる学びとなったものと考えます．核医学部会ではこういった斬新な企画を提案し実現してい

るところも核医学部会の魅力と感じています． 

 

これから核医学を担う若い世代の皆さんには，「人とのつながりが持つ力」をぜひ知っていた

だきたいと思います．自分とは異なる背景を持つ人々との出会いは，新しい視点やアイデアをも

たらし，自らの成長を大きく後押ししてくれるものです．そして，困難に直面したときには，励

まし合い，支え合える仲間がいることが，どれほど心強いことか．学術的な知識や技術の研鑽は

もちろん重要ですが，それと同じくらい，対話を重ね，信頼を築き，共に歩んでいく仲間とのつ

ながりを大切にしてほしいと思います． 

核医学部会は，まさにそのような「人と人を結ぶ場」であり，学会に足を運べば，久しぶりに

顔を合わせる同僚との再会があり，新たな出会いがあり，世代を超えたつながりが生まれます．

その中で自然に交わされる言葉が，知識の共有にとどまらず，互いの経験や悩み，志に触れ合う

貴重な時間となります． 

 

最後に，これまで共に活動してきた委員の皆様、会員の皆様に，改めて心より感謝申し上げま

す．放射線技術学会および核医学部会が，今後も人と人とをつなぎ，知と志を育む場であり続け

ることを心から願っております．そして，これからの未来を担う若い皆さんにこそ，そのつなが

りの価値を感じていただけるよう，今後も力を尽くしてまいります． 



お知らせ 

 

核医学部会 入会のご案内 

 

核医学部会会長 孫田 恵一(北海道大学病院) 

 

平素より公益社団法人日本放射線技術学会核医学部会の活動に対してご支援，ご指導を賜り，

会員の皆様に心より感謝し御礼申し上げます． 
核医学部会は，日本放射線技術学会の専門分科会として 1980 年に設立され，今日まで核医学

検査技術学の向上を目指す多くの会員により構成されてきました．2015 年からは名称を核医学

分科会から核医学部会へ変更し，さらに皆様のお役に立てるような企画，運営を目指して活動し

ております． 
日本放射線技術学会は，専門部会への入会を促進するために，2022 年 3 月より 1 つ目の専門

部会は無料、2 つ目以降は 1 部会につき 1,000 円で入会できるようになりました．これまで以上

に気軽に入会いただけるようになりました．是非この機会に，周りの皆様にお声がけ頂き，核医

学部会への入会をご検討いただければと思います．部会の活動を通じて核医学検査技術を究め，

日常の臨床業務，研究活動に活かしていただければと思います． 
 

核医学部会入会のメリット 

 

1. 核医学検査技術に関する最新情報や，臨床に役立つ情報が入手できます 
2. 核医学部会誌の優先閲覧（部会会員は 3 か月前倒し）ができます 

なお，核医学部会には，学会ホームページにある部会入会申し込みサイトから，いつでもご入会

いただけます       http://nm.jsrt.or.jp/index.html 
 

 

核医学部会の主な活動 

 

1. 総会学術大会および秋季大会での核医学部会の開催 
  （教育講演，基礎講演，ミニシンポジウム，技術討論会など） 
2. 核医学部会誌（電子版）の発行（年 2 回） 
3. 核医学技術研修会の開催（核医学内用療法の線量評価演習） 
4. 核医学検査技術関連の叢書の発刊 
5. 研究活動の支援（ディジタルファントムなどの提供） 

http://nm.jsrt.or.jp/index.html


JSRT核医学部会【公式】 

Facebookのご案内 

https://www.facebook.com/jsrt.nm/ 

 部会誌やHPよりもいち早く情報をお届け 
 ここだけの情報もあります 
 写真や画像での情報提供が盛りだくさん 
 核医学部会に未入会のJSRT会員もフォロー可能 

地方支部のお知らせ等も掲載可能
です！ご希望の方は，部会委員ま
でご連絡ください 😊 



お知らせ 

 

論文データベースの紹介 

 

 

学会発表，論文作成をする上で，実験方法や解析結果の妥当性を確認するために類似した過去

の研究を調べたいが，時間がない・面倒と思う方は少なくないと思います．MEDLINEや Google 

scholar，PubMedなどの文献検索ツールは豊富にありますが，「リストされる膨大な文献を精査

するのは大変．しかも英語だと理解しづらいし・・・」との声も聞かれます． 

 そこで核医学部会では，研究の初学者向けに核医学技術に関する論文データベースを作成 

しました．核医学研究をするための核医学論文データベースは核医学部会 HPから無料で閲覧・

ダウンロードを可能にしています．是非ご活用ください．  

 本データベースは部会の専門性を活かして以下の特長があります． 

 

・論文の特徴，最新研究，臨床動向との関連性など有用なコメントを付加 

・英語論文でも，その主たる内容は日本語で解説 

・核医学（技術・治療）に関する古典から最新技術の基礎まで厳選された論文をリストアップ 

・文献名，著者名，出典(雑誌)名，キーワード，概要文による検索が可能． 

 

本データベースは核医学部会 HPの論文紹介から無料で PDFを閲覧・ダウンロードすることが

できます． 

 

現在、厳選した 200 編程の論文を掲載しております。初学者から熟練者まで，会員の皆様の   

研究活動の一助になれば幸いです． 



教育講演（発表前抄録） 

 

AIがもたらす核医学の進化と可能性 

 

― 画像 AI基盤技術と臨床応用の課題 ― 

 

 

北海道科学大学 

 和田 直史 

 

人工知能（AI）は，深層学習（ディープラーニング）を基盤として医用画像を含むさまざまな

分野で急速に発展しています．本講演では，CNN や ResNet，U‑Net といった基本的なモデル

から，自己注意機構を備えた Transformer へと発展してきた画像 AI 基盤技術の流れを取り上

げます．さらに，SAMに代表される汎用的なセグメンテーション手法や，GANや Diffusionモ

デルによる高品質な画像生成，モダリティ変換，データ拡張への応用，加えて大規模言語モデル

（LLM）をベースとした生成 AI の発展を背景に近年注目が集まっている画像と言語を統合す

るマルチモーダルモデルの動向にも触れます．また，臨床応用を視野に入れた際に直面するデー

タ不足，説明可能性，汎化性能といった技術的課題を整理し，それらを補う可能性のある半教師

あり学習や合成データ，フェデレーテッドラーニングなどの技術についても取り上げます． 



第 90回核医学部会ミニシンポジウム(発表前抄録) 

 

RWDサイエンスで加速する心臓核医学 

 

 

九州大学 

 河窪 正照 

 

日々の診療で生じる real-world data (RWD) を, 単なる個人記録として埋没させることなく, 

次世代の医療に活用するためには, 医学とデータサイエンスの双方のスキルが求められます. 

しかし, 多くの方にとって，データサイエンスの習得は高い壁に感じられるのではないでしょ

うか.  

実際には, それは意外にも「食わず嫌い」である場合が多く, とりわけ心臓核医学の領域はデ

ータサイエンスとの親和性が高く, 魅力的な RWDに満ちています.  

本講演では, RWD を活用した心臓核医学画像のデータサイエンス研究の先駆的な取り組みを

紹介し,次世代の心臓核医学のビジョンを皆さまとともに考える機会にしたいと考えています. 



第 90回核医学部会ミニシンポジウム(発表前抄録) 

 

生成 AI による PET 検査の被ばく低減 

-他分野からの挑戦-  

 

 

岡山大学 

 福井 亮平 

 

PET/CT検査では減弱補正などを目的として複数回の CT撮影を必要とする．長く従事した一

般撮影室から核医学検査室へ配属が変わった際，PET/CT検査における CT撮影回数が多いこと

を知った．CT画像は PET画像への形態的情報の付加および CTACとして活用できる一方，患

者被ばくは増大する．これを何らかの形で解決したいと思ったことが，配属当初からのクリニカ

ルクエッションとなった．また，当時は深層学習を用いた AI技術の応用が医療機器や臨床研究

の中で増加しており，敵対的生成ネットワークなどをベースとした生成 AIを用いた研究報告も

多くあった．そこで，CTAC 前の PET 画像から生成 AI により疑似的な CT 画像を生成，得ら

れた CT 画像を CTAC に用いることで CT の撮影回数を減少させるプロセスを検討した．本講

演ではこの取り組みや，核医学領域における AI 研究を他分野から見た差異について紹介する． 



第 90回核医学部会ミニシンポジウム(発表前抄録) 

 

AI 技術を応用した PET 画像再構成の使用経験 

  

 

 

旭川医科大学病院 

 宇野 貴寛 

 

近年，CT，MRIなどの画像検査機器に人工知能（AI）技術応用画像再構成法が搭載されるよ

うになってきた． 

当院で 2024 年に新規導入した PET-CT 装置（キヤノンメディカルシステムズ株式会社製

Cartesion Prime PCD-1000A）には deep learning 技術を用いて設計された画像再構成 AiCE-

i（Advanced intelligent Clear-IQ Engine-integrated）が搭載されており，CTおよび PET画

像再構成に使用可能である． 

ファントム試験および臨床検査の自験例では従来の PET 画像再構成法である 3D-OSEM で

はノイズが多く画質が担保出来ないような PET 撮像条件において AiCE-i を用いることで高い

ノイズ低減効果を得ることができ，3D-OSEMよりも画質を向上させることを確認している．当

院はデリバリーPET製剤を使用しているため，被検者到着遅延や製剤到着遅延などによる PET

製剤の投与量減少は避けることが出来ない．こういったケースにおいて AiCE-iの高いノイズ低

減効果を用いることは非常に有用であると考える．本講演では自験例をもとに本再構成の活用

や注意点などについて報告する． 



第 90回核医学部会ミニシンポジウム(発表前抄録) 

 

半導体検出器搭載型 PET/CT 装置における AI 再構成の効果 

  

 

 

札幌医科大学附属病院 

 須藤 洋平 

 

札幌医科大学附属病院では 2023年 12月より GE Healthcare社製 Omni Legend 32が稼働

している．本装置では AI技術を用いた Precision DL（PDL）により Time-of Flight （TOF）

類似の補正が可能である. 

PDL は大量の画像を教師データとし，高度なディープニューラルネットワークを使用して設

計されているため，TOF より SUVmaxが上昇し，画質が向上すると報告されている． 

我々は NEMA IEC Body Phantom を用い，PDLは LPDL・MPDL・HPDLの 3種類の強度

に関して実験を行った．ファントムは NEMA IEC Body Phantomを用い，ホット球とバックグ

ラウンドの濃度比を 4:1 で作成した．検討項目は SUVmax，CVbackground，QH,10mm，N10mmおよび

QNR,10mmの 5項目として, 各強度の PDLがどのように画像に影響するのかを本シンポジウムで

報告する． 



 第 28回核医学技術研修会  

第 28回核医学技術研修会 参加印象記 

 
 

秋田県立循環器・脳脊髄センター 猪又 嵩斗 

 

2025 年 7 月 26 日に，福島県立医科大学と

秋田県立循環器・脳脊髄センターを会場とし

て第 28 回核医学技術研修会が開催されまし

た．本研修会では，臓器吸収線量法の理解およ

び習得を目的として，実際に参加者が線量評

価を行う実践的な内容が企画されました．当

日は初学者からベテランまで幅広い方々にご

参加いただき，座学・ハンズオン・ディスカッ

ションと，濃密な研修会となりました．私は秋

田会場のチューターとして参加しましたが，

実は私自身もこれまで核医学内用療法とはあ

まり縁がなく，先生方の講義や参加者のディ

スカッションから多くのことを学ばせていた

だきました． 

両会場を webで繋いでの講義では，CCFの

誤差要因となるポイントや Dosimetry の基礎，

実際の解析ソフトについて学ぶことができま

した．ハンズオンでは参加者・チューターでコ

ミュニケーションを取り，協力し合いながら

線量評価を行いました．解析者間でどのくら

い結果に差があるか，また，入力する値が変わ

ると結果はどのように変化するかを実践的に

学び，線量評価の精度・信頼性を担保する難し

さを感じました． 

近年では様々なソフトウェアの開発により，

比較的簡便に線量評価が行えるようになった

一方で，その過程を深くまで理解している方

は少ないのではないかと思います．「自分の手

で contouringを含めた一連の線量評価を実践

できる」「ディスカッションでより一層理解を

深められる」というのは，この開催形態ならで

はの大きなメリットだったと感じています． 

本研修会を企画・実行いただいた東北支部

核医学部会委員の皆様，大変ありがとうござ

いました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（秋田会場）                （仙台会場）

 



 第 28回核医学技術研修会  

第 28回核医学技術研修会に参加して 

 
 

秋田大学医学部附属病院  近野 昂史 

 

 

 

令和 7年 7月 26日に開催された第 28回核

医学技術研修会に参加いたしました．今回は

「核医学治療の線量評価」をテーマとしたハ

イブリッド型研修で，秋田と福島の 2 会場に

分かれて行われました．講義を聴講した後，そ

れぞれの会場でフリーソフトを用いた実習が

実施され Dosimetry に関する実践的な知識を

学ぶことができました． 

講義では，BCFが定量値に与える影響や誤

差要因，Dosimetryの基礎であるMIRD法の

概要，精度や課題，解析ソフトの歴史，使用ソ

フトの解説など，幅広い内容を学びました． 

実習では，①3D Slicerで腎臓のコンツーリ

ングを行い，②IDAC-Doseにより TIACおよ

び吸収線量を算出，③複数時相データを使っ

てフィッティングカーブを描き比較検討を行

いました．慣れない作業の中，自分の出した値

に対する不安や，ソフトの頻繁なフリーズに

よる作業の遅れに焦る場面もありました．し

かし，秋田会場のスタッフの皆様の手厚いサ

ポートと，班の方々の協力のおかげで，最終的

に無事考察までたどり着くことができました． 

班ごとのディスカッションでは，数値の妥

当性にとどまらず，CT撮影が複数回にわたる

ことによる患者の心理的負担や，通院が困難

な地域における現実的な運用方法など，臨床

の現場を意識した活発な意見交換が行われま

した．このように実際の医療現場を想定した

議論ができたことは，大きな学びとなりまし

た． 

Dosimetry の導入には依然として多くの課

題があると感じていますが，「標準化の動きだ

けでなく，自施設の値の変動にも注目するこ

とが重要」との助言があり，導入に向けた意識

が少し変わりました．今後は，日常業務におけ

る QA/QCや BCF・CCFの算出管理を徹底し

ていきたいと考えています．また，他施設の参

加者との交流がやや少なかった点は反省点で

あり，次回はより積極的に意見交換の場に関

わりたいと思います． 

今回の研修を通じて得られた知識や視点は，

今後の業務や研究に大きく活かせるものと確

信しています．最後に，素晴らしい研修会を企

画・運営してくださった皆様に心より感謝申

し上げます． 

 

 



 第 28回核医学技術研修会  

知の旅路，始まりの一歩 

（第 28 回核医学技術研修会 参加印象記） 
 

東京大学医学部附属病院  齋藤 拓也 

 

 

今回，日本放射線技術学会 核医学部会が主

催する【第 28回核医学技術研修会「核医学内

用療法の線量評価はどうなっている？」 ― 

CCFから解析まで ―】に現地参加する機会を

いただき，参加報告書を執筆する機会もいた

だきましたことをはじめに感謝申し上げます．

本会開催の準備にご尽力された関係者の皆様

に，改めて御礼申し上げます．本会は午前 3講

義に始まり，午後は解析ソフトを用いた実習

と，まさに「核医学治療に没頭する一日」でし

た．長丁場にもかかわらず，時間を忘れるほど

夢中になり，「学ぶことはやはり楽しい」と心

から感じたひとときでした。 

講義の感想 

まずは小室先生による Cross calibrationか

ら核医学イメージングの定量評価への繋げ方

を学び，次に右近先生から核医学治療に関す

る基礎的な内容から直近の国際的な研究潮流

を論文紹介に基づいて説明いただきました．

最後に宮司先生からは，核医学治療に用いる

ソフトウェアの情報をいただきました．核医

学治療は“線量計算だけすればいい”のではな

く，その根幹にあるイメージング技術や

calibration も欠かせないことを知るとともに，

核医学治療の奥深さを感じました．欧米に比

べて本邦の核医学治療分野は遅れをとってい

る印象を受けましたが，逆に言えばそれだけ

やりがいあるとも受け取れました． 

 

解析実習の感想 

解析実習は 2 班に分かれて行い，まずは個

人でソフトウェアを操作して線量計算を行い

ました（図 1）．得られた結果を各班で議論し，

結果について代表者が発表する形式でした．

この議論を経て，核医学治療の線量結果がも

つばらつきの因子を考察することができ，核

医学治療の第一歩を踏み出せたように感じま

した．使用ソフトは OpenDose3D と IDAC 

Doseであり，事前資料が送付されていたため，

参加者は手際よく解析を始められている印象

でした．解析中に不明点があれば会場スタッ

フに聞きやすい体制であったため，ソフトウ

ェアの使用に不慣れな参加者もサポートする

体制が万全でした． 

 

謝辞 本会をはじめ，関係学会等で稚拙な質

問ばかりしましたが，いつも優しく応対して

いただける関係者皆様に感謝申し上げます．

また，核医学の面白さに気づかせていただい

た弊院の諸先輩方に感謝いたします． 

 

図 1. 解析画面の様子（OpenDose3D） 



 大学院紹介 

弘前大学大学院保健学研究科 放射線技術科学領域 核医学検査技術学分野 

教授  高橋 康幸 

 

はじめに 

今年の本研究室は，学部生（4年生）5名と

博士前期課程 1 年 2 名，2 年 3 名，博士後期

課程 1年 1名，3年 2名が在籍しています． 

研究室紹介は，なぜか 3回目（2013年，2019

年）となり，重複してしまいますので，今回は，

よく問い合わせをいただく質問とこれまでの

学会・研究活動をご紹介させていただきます． 

 

問い合わせが多い質問 

 Q1.弘前大学大学院にはどの程度通わない

といけませんか？ 

 A1.本学は遠方なので，Web講義が主体です．

ほぼ通わなくてかまいません．研究の進捗状

況などはメールや学会等で確認します． 

 Q2.修士課程の修了要件を教えてください． 

A2.修士課程（博士前期課程）の修了要件は，

2年以上在学し，必要単位数を修得し，修士論

文（根拠論文（日本語可）を含む）を在学期間

中に提出し審査に合格した者です．なお，社会

人のため最大 4年在籍可能です． 

Q3.博士課程の修了要件を教えてください． 

A3.博士課程（博士後期課程）の修了要件は，

3年以上在学し，必要単位数を修得し，博士論

文（根拠論文（英語 1本以上）を含む）を在学

期間中に提出し審査に合格した者です．なお，

社会人のため最大 6年在籍可能で，逆に IFが

高い論文が採択されると修業年限の短縮もで

きます．また，すでに多くの論文がある方は博

士前期課程パスで後期課程ダイレクト入学も

あります（出願資格の認定審査があります）． 

Q4.修士課程は 30 名，博士課程は 12 名の

定員とありますが，放射線技術科学領域（診療

放射線技師）はそのうち何人でしょうか？ 

A4.大学院は 4領域（看護学，放射線技術科

学，生体検査科学，総合リハビリテーション科

学）からになりますが，領域ごとの合格人数は

決まっていません．入学試験の結果が優秀な

方が合格します． 

Q5.大学院の学費はどれくらいですか？ 

A5.入学料は 282,000円（予定）です．授業

料は，年額 535,800 円（前期分 267,900 円 後

期分 267,900 円）（予定）です．長期履修の方

は修業年限で調整されます．  

その他，質問がありましたら，遠慮なく問い合

わせください． 

 

これまでの学会・研究活動 

弘前大学には，平成 28（2016）年 9月に着

任し，これまで学部生 53名，博士前期課程 11

名，博士後期課程 6 名と研究を進めてきまし

た．研究拠点は本大学附属病院の放射線部を

利用させていただいていますが，今年の大学

院生のうち 3 名は北海道，東京都，兵庫県で

それぞれ働いているため，講義は新型コロナ

流行前まではWeb会議システムLive Onを利

用し，現在は Microsoft Teams による双方通

信方式の遠隔支援により自施設で受講されて

います．学部生は，研究成果を専攻内の発表会

とは別に放射線技術関連学会で発表すること

を目標として掲げています．これまで，日本放

射線技術学会（JSRT），日本診療放射線技師会，

日本核医学技術学会（JSNMT）や東北放射線

医療技術学術大会などで報告してきました．

特に第 46 回 JSRT 秋季学術大会では

PET/MRI 装置による定量評価の検証のため

のファントム作成に取り組んだ八巻佳織さん

が，演題名“PE T/MRI 装置による 13N-NH3

心筋血流 PET 画像の血流低下部位に関する

検討”で学生セッションの優秀賞に，また第 77
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回 JSRT 総会学術大会では，コンプトンカメ

ラ等で NaI-131 内用療法に伴う病室の汚染状

況を可視化した宿野部星了さんが，演題名

“NaI-131 内用療法に伴う放射線治療病室の

汚染状況とその防護について“で NEXT 

GENERATION SESSION（学生優秀演題発

表）の Excellent Student Awardに選ばれま

した．さらに，第 42回 JSNMT 総会学術大会

で は ， 神 経 内 分 泌 腫 瘍 診 断 薬 111In-

Pentetreotide の撮像条件を検討した勘崎貴

雄さんが，論文名”Evaluation of a Correction 

Method for 111In-Pentetreotide SPECT Im-

aging of Gastroenteropancreatic Neuroendo-

crine Tumors“にて国際研究奨励賞を受賞し

ました． 

なお，私事で恐縮ですが，第 79回日本放射

線技術学会総会学術大会にて学術賞を受賞し

ました． 

今年の学部生は第15回東北放射線医療技術

学術大会（10 月）で発表予定です．このため

研究室の雰囲気としては昨年の卒業研究発表

会の写真（写真 1）を掲載します．なお，大会

は青森市で開催されますので，関係者の皆様

の参加をお待ちしています． 

当研究室では，県内外の関係者に大変ご支

援をいただいており，本学医学研究科 放射線

腫瘍学講座 青木昌彦教授，放射線診断学講座 

掛田伸吾教授，本学附属病院放射線部 成田将

崇技師長，本領域の奥田光一准教授や森 竜太

郎助手，また関係者の皆様には，この場をお借

りして厚く御礼を申し上げます． 

 

写真 1 令和 6年度卒業研究発表会より 

 

さらに，本学理工学研究科の銭谷 勉教授らと

医工連携による共同研究も行っており，新し

い画像再構成法の研究として“EM-TVアルゴ

リズムを用いた少数投影での骨 SPECT 画像

再構成の検討”などの報告や核医学検査技術

の他にも本専攻の医療用エックス線装置など

を活用した研究を行っています．この数年は

科学研究費助成事業により福島県立医科大学

先端臨床研究センターの織内 昇教授や保健

科学部の三輪建太教授らと”PET/MRI装置専

用精度管理ファントムの開発と安全性試験ガ

イドラインの策定“に取り組ませて頂きまし

た． 

 

おわりに 

 当分野は，核医学検査技術学を多角的に捉

え研究活動しており，県内外の現場の技師か

ら問い合わせをいただいています．これから

も核医学検査技術のみならず診療放射線技術

の向上に頑張って参ります．引き続きどうぞ

宜しくお願いいたします． 
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弘前大学大学院 保健学研究科 奥田研究室 

弘前大学大学院 奥田 光一 

 

恒例では，第 1 パラグラフが大学の歴史や成

り立ちについて説明する部分となっています

が，2019 年 40 巻 2 号の核医学部会誌の弘前

大学高橋研究室の紹介にて詳細に説明されて

いますので，ご参照下さい(1)． 

私は 2022 年の 12 月に弘前大学に赴任し，

2023 年度から研究室をスタートさせました． 

工学出身の背景を生かして，研究室のテーマ

を，理工学と放射線医学・放射線技術学の境界

領域における研究アウトカムを患者の利益に

結びつけるための挑戦としました．これまで

研究室に所属した学生は以下の通りです．  

・2023 年度：学部生 2 名 

・2024 年度：修士１年生３名，学部生６名 

・2025 年度：修士２年生３名，修士１年生 

４名（１名は社会人院生），学部生６名 

比較的大きな研究室となり，研究活動やゼミ

の運営が一人では対応しきれなくなってきま

したので，助教の細川翔太先生，助手の森竜太

朗先生にサポートを頂いています(2)． 

研究室の 3 つの柱として，3D プリンティン

グ，人工知能，コンピューターシミュレーショ

ンがあります．1 つ目の柱である 3D プリンテ

ィングに関して，自由に使用可能な 3D プリン

タは 5 台あり（うち 2 台は森先生所有），3 台

は熱溶解積層方式，２台は光造形方式です．前

者はフィラメントと呼ばれる材料を熱で溶か

し，積層することで造形する方法，後者は紫外

線により硬化する樹脂を使用し造形します．

これらの 3D プリンタを駆使し，ファントムや

実験器具を自作しています．これまで核医学

実験に向けて，NEMA ボディファントムの球

体パーツ（図１）や PET 心筋ファントムを作

製してきました． 

 

図１ NEMA ボディファントム用球体パーツ

（10，13，17，22，28，37mmφ） 

NEMA ボディファントムの球体形状を再現

するだけではなく，球体を楕円に変形させた

もの，さらには内部形状を工夫することで不

均一な集積を模擬することが可能なファント

ムを試作しました．さらに，核医学ファントム

のみならず，CT，MRI のファントムの作成（図

２）や BNCT用の実験器具を作成しています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 頭部低コントラスト分解能ファントム

の 3D デザイン 

3D プリンタを使用することで自作ファント

ムの試作は大幅に容易になりました．さらに，

試作の経験を通じてノウハウも蓄積されてお

り，今後のファントム研究・開発の高度化を一

層高度化できる期待されるテーマとなります． 
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2 つ目の柱である人工知能（AI）は核医学・

PET 画像解析をはじめてとして，CT や MRI

画像研究で使用しています．研究の一例とし

て，医用画像分類における最適な学習済みモ

デルの選択に取り組んでいます．これまでに

画像認識のために様々な学習済みモデルが開

発されてきましたが，その中から医用画像の

分類に最適なモデルの選択通して，転移学習

やファインチーニングの理解を深めています．

また，核医学画像や CT・MRI 画像の生成も積

極的に研究しています．その中でも，正常画像

を人工知能に学習させ，正常画像の生成モデ

ルを構築し，このモデルを基盤とした異常検

知の研究を推進しています（図３）． 

 

図３ 画像生成モデルによる異常検知 

さらに，chatGPT に代表される大規模言語モ

デルを使用し，医療テキストデータを対象に

した研究にも力を入れています．このように

研究室内では多岐にわたる AI を扱うことが

多いため，大学院生には GPU 搭載のワークス

テーションを一人一台，学部生には共用ワー

クステーションを自由に利用できる環境を整

備しました．さらに，AI 研究の基盤となる

Python、画像処理・画像解析ライブラリ、環

境構築に関する知識習得を目的とした勉強会

を研究室内で開催しています． 

３つ目の柱であるコンピューターシミュレ

ーションでは，これまで推進してきた核医学

分野でのモンテカルロシミュレーション研究

を継続しています．研究の一例として，心電図

同期心筋 SPECT における心容積の検討，

99mTc-PYP による心アミロイドイメージング

（図４），177Lu による内部被ばく線量計算が

あります．モンテカルロシミュレーションコ

ードの実行や，出力データの再構成を含め，自

作および既存のソフトウェアやライブラリを

駆使して研究を進めています． 

 

図４ モンテカルロシミュレーションによる
99mTc-PYP プラナーイメージング 

 大学院生の研究活動として，国内・国際学会

発表，英語論文投稿，研究成果の修士論文への

まとめなどがあります．国内学会，研究会等で

の研究発表はもちろんのこと，特に海外学会

発表に向けたスライド作成や発表方法につい

て指導を行っています．本年度は欧州核医学

会にてオーラル・ポスター発表の予定です．そ

の他の研究活動として，医用画像処理関連の

学会では，画像認識やセグメンテーションの

性能を競うコンペティションが開催されてい

ます．研究室としてこれまでに 2 つのコンペ

ティションに参加しており，今後もスキル向

上を目的に積極的に参加する予定です． 

 最後に，私たちの研究のモットーは，Henry 

David Thoreau の言葉「This world is but a 

canvas to our imagination」です．私たちのイ

マジネーションを形にすることで，世界に変

化をもたらすことができればと考えています． 

イマジネーションを具現化するためのツール

として，3D プリンティング，人工知能，コン

ピューターシミュレーションがあり，形にす

ることで結果が得られます．この研究成果を

学会で発表し，それを学術論文としてまとめ
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る一連のプロセスを習得するためのトレーニ

ングを行っています（図５）． 

奥田研究室では，研究に触れたい博士前期課

程および博士後期課程の大学院生，研究生を

広く募集しています．研究室や研究内容など

に関する質問がありましたらお気軽に御連絡

ください． 

 

 

 

問い合わせ先 

奥田 光一 

・弘前大学大学院 保健学研究科 放射線技術

科学領域 

〒036-8564 青森県弘前市本町６６番 

TEL：0172-33-5111（大代表） 

Mail：okuda1@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 博士前期課程学生とのゼミ風景 
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新潟大学大学院医歯保健学研究科 野島研究室 

新潟大学医学部保健学科 / 新潟大学大学院保健学研究科  

野島 佑太 

 

1．保健学科・保健学研究科の紹介 

新潟大学医学部保健学科は，明治 14 (1880) 

年 4 月に新潟医学校附属産婆教場として開設

されました．診療放射線技師の養成校として

は，昭和 35（1960）年 9月に新潟県診療エッ

クス線技師養成所が設置されたことに起源し

ます．昭和 49（1974）年 6月には新潟大学医

療技術短期大学部が設置され，平成 11（1998）

年 10 月に 4 年制となる現在の新潟大学医学

部保健学科（3専攻 8講座）として発足しまし

た．平成 16（2004）年 4月には新潟大学大学

院保健学研究科を設置することで修士課程

（現；博士前期課程），平成 19（2007）年 4月

より博士後期課程の学生を受け入れています．

令和 8（2026）年 4 月には新潟大学全体での

大学院の再編により，「医歯学総合研究科」と

「保健学研究科」を統合し，新たに「医歯保健

学研究科」を設置することとなります．それに

より，医歯学・保健学系の高度専門職業人養成

に係る大学院教育において，多職種連携を見

据え，医学，歯学，保健学という従来の領域を

超えた学びの場を提供できるものとなります． 

2．大学院での教育指針について 

大学院の教育指針として，博士前期課程で

は，「幅広い知識と高度の技術の教授，独創性・

専門性の高い指導を通して，保健・医療機関で

活躍できる高度医療専門職者を育成すること」

を目的としています．博士後期課程において

は，「健康支援に結びつく保健学の体系化と健

康に関連する生命現象を探究し，人々の健康

と疾病予防に貢献できる教育研究者及び高度

医療専門職者を育成すること」を目的として

います． 

放射線技術科学分野では，特に以下の 5 項

目を教育目標に掲げています． 

① 放射線技術科学領域全般の知識を深める

とともに，特定の専門知識，技術を有する

専門医療職者を育成すること． 

② 実践医療現場において中心的な役割を果

たし，疾病予防，診断及び治療に貢献でき

る人材を育成すること． 

③ 放射線医療技術学の分野における国際的

な視点を育み，医療のグローバル化にとも

なって生じる種々の問題点を明らかにで

きる人材を育成すること． 

④ 新しい知識や技術を習得し，創造的な研究

を行うことにより，実践の場を活性化し，

指導的な役割を担えることができる能力

を開発すること． 

⑤ 放射線技術科学の学問体系の確立と先端

医療診断機器開発への貢献に熱意を持ち，

教育研究者への道を歩もうとする人材を

育成すること． 

3．卒業要件について 

新潟大学大学院医歯保健学研究科の現時点

の卒業必須要件は，博士前期課程では「学会又

は研究会において，筆頭演者として，1回以上

学位申請論文の内容に関する研究成果を発表

しているか，又は発表予定であること．」，博士

後期課程「（1）学会又は研究会において，筆頭

演者として，1回以上学位申請論文の内容に関

する研究成果を発表していること．（2）レフェ

リーシステムの確立した学術雑誌に，筆頭著

者として，1編以上学位申請論文に関する研究

成果が掲載されているか，又は掲載予定であ

ること．」となっています．学術雑誌について
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は国際誌が望ましく，研究室や指導教員によ

って，求める研究成果が異なる場合もありま

すが，研究へ取り組む意欲のある方には決し

て高くないハードルかと思います． 

4．核医学分野における研究 

本学での核医学分野の研究は，山崎教授と

野島で主に行っています．山崎教授の研究室

では学部生の卒業研究では，画像解析ソフト

である Prominence Processor や DRIP を用

いて，フィルタ特性などの画像処理に関する

基礎的な内容を通じて研究のノウハウを学ぶ

ことを重視しています．大学院では新潟県内

の病院に協力していただき，ファントム撮像

や臨床画像における画質改善の研究等を行っ

ています．社会人の大学院生においては自施

設の装置を用いて，臨床での課題解決や新規

手法の開発等を行うことが可能です．野島研

究室では，協力病院とともに臨床課題の解決

に向けた研究や，SIMIND などモンテカルロ

シミュレーションを用いたコリメータ特性な

どの研究を行っています．また，近年の AI技

術の普及に伴い，深層学習や生成 AIを用いた

核医学分野への研究にも力を入れていきたい

と考えております． 

5．野島研究室について 

 私は，昨年の 4 月より本学に教員として着

任しました．研究指導としては，本年より学部

生の卒業研究指導をしております．大学院に

ついては現在受け入れ準備を進めていますの

で，一緒に研究を行う仲間を募集しておりま

す．前職は，本学付属の新潟大学医歯学総合病

院で診療放射線技師として長年勤務しており

ました．そのため，核医学分野にとどまらず，

MRI や放射線治療など幅広い分野の経験を有

しております．臨床経験を活かし，現場で活躍

する皆さんと一緒に研究に取り組んでいきた

いと思います．また，核医学治療やMRIなど

他モダリティと連携した分野横断型の研究に

関しても大歓迎です． 

当研究室では「研究の初めの一歩」を後押し

することを目標としています．そのため，学部

生のうちから学会に参加し，研究成果を発表

することを目指しています．当研究室の第1期

生である今年の学生は秋に開催される東北放

射線医療技術学術大会での発表を予定してい

ます．学会への参加を通じて，データ解析やス

ライド準備などの苦労の先にある，参加者間

の交流を通じた研究の楽しみを知ってもらい

たいと思っています．大学院生については，博

士前期課程でも在学中に論文投稿を目指して

もらえるよう考えています．  

6．最後に 

学会で発表したいが周りにサポートしてく

れる人がいない方，研究発表は何度かしたが

論文を書いたことがない方など，ぜひ次のス

テップへの一歩を一緒に進めませんか？私も

まだまだ研究者としての道の途中です．研究

に興味のある方はお気軽にご連絡ください．

皆さんと一緒に一歩ずつ進んでいけることを

心待ちにしております． 

 

 
 

問合せ先 

野島 佑太 

新潟大学医学部保健学科 

放射線技術科学専攻 

〒951-8518 

新潟市中央区旭町通 2-746 

E-mail：ynojima@niigata-u.ac.jp 

 

mailto:ynojima@niigata-u.ac.jp
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金沢大学大学院・澁谷研究室紹介 

金沢大学 医薬保健研究域保健学系 医療科学領域 

量子医療技術学講座 量子診療技術学分野 

  澁谷 孝行 

 

1. はじめに 

本学は，1972年に全国で第 3番目の国立医

療技術短期大学として診療放射線技術学科が

設置され，1995 年に医学部保健学科となり 4

年生の診療放射線技師養成校となりました．

その後，2000年に博士前期課程，2002年に博

士後期課程が設置されて現体制の基礎が構築

されています． 

 本学の大学院保健学専攻では，看護科学，医

療科学，リハビリテーション科学の基盤的研

究を究めるとともに，保健学の総合的研究お

よび学際的研究を推進し，保健学を先導する

知の創成と新しい学問領域を形成できること

を目的にしています．特に，博士前期課程では

保健学に関する豊かで幅広い学識と問題解決

能力を有する高度専門医療人を育成し，博士

後期では， 従来の保健学分野や技術領域に属

さない新しい分野および境界領域分野の重要

課題に対する教育研究を行い，先端保健医療

福祉に関する情報の発信と共有化の担い手と

なる人材の育成を目指しています． 

 本大学院は，看護科学，医療科学，リハビリ

テーション科学の 3 つの領域に分かれ，特に

医療科学では放射線技術学，検査技術学に関

する研究者の育成が行われています．博士前

期課程 1 年目には他領域の講義も受講しなが

ら，保健医療全般の知識を養うプログラム編

成になっています．また，本学は，大学院設置

基準第14条に基づく教育方法の特例を適用し，

社会人大学院生に向けて夜間での講義を実施

しているために，働きながら大学院に通え，多

くの社会人研究者を輩出しています． 

放射線技術学に関連する大学院生は，医療

科学領域の中にある量子医療技術学講座に属

し，多くの専門分野の先生が研究指導を行っ

ています．私の研究室はその中の量子診療技

術学分野に設置され，主に核医学技術に関連

する研究を行っています．本稿では，研究室の

概要を紹介します． 

 

2. 研究室紹介 

本研究室は，前任の小野口昌久名誉教授の

後任の研究室として 2024 年 10 月に発足した

ばかりの 1 年に満たない研究室です．小野口

研究室からの継続学生が 1 名 10 月より配属

され，2025年 3月に初めての修士課程の学生

が 1名修了しています．2025年度からは新た

に学類生 4 名，博士前期課程 3 名，博士後期

課程 1名の計 8名で研究活動を開始しました． 

本学保健学専攻キャンパス内には放射性同

位元素を取り扱える施設はありませんので，

本研究室の研究は主に，隣接されているアイ

ソトープ総合研究施設，金沢大学附属病院ま

たは北陸地域の関連施設で実施しています．  

アイソトープ総合研究施設には，小動物用

の SPECT と PET を同時収集できる MILabs

社製の VECTor+/CT（図 1）が導入され，これ

まで基礎実験を実施してきました．18Fも隣接 

 

図 1 小動物用 SPECT-PET/CT装置 

する金沢先進医学センターの協力もあり，実
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験用として提供していただける体制が整って

います．これまで，99mTcと 18Fの 2核種種同

時収集に関連する研究や小動物用のファント

ム開発などを行ってきました． 

金沢大学附属病院では，医師や診療放射線

技師の先生方と共同で研究を進めています．

また，産学医工連携に関わる研究の一部にも

一般大学院生や学類生も参画し取り組んでい

ます（図 2）．主に，SPECT装置に関連する研

究が多く，特に心筋 SPECT に関するファン

トム開発および撮像技術に関する研究に取り

組んでいます．本学は核医学治療にも積極的

に力を注いでいることから，それに関連する

研究も少しずつ進めています． 

 

図 2 研究室メンバーと病院核医学スタッフ 

 

 本学の研修室配属は学類4年時に決定され，

1年間かけて研究に取り組みます．研究ミーテ

ィングは週に 2 回実施し，実験計画からデー

タの収集，解析および評価法の進捗状況を確

認し，適宜指導しています．4年生は進路活動，

臨床実習と忙しい時期ではありますが，一生

懸命取り組んでいます．また，全国レベルの学

術大会にも参加するように指導し，可能な限

り研究発表も経験させています．そうするこ

とで，学生が研究計画から成果報告までの一

連の流れを習得できるように心がけています． 

一般大学院生は，診療放射線技師のライセ

ンスを取得している場合は，近隣施設でアル

バイトをしながら，臨床経験を積むことで，そ

の知識を活かしながら研究活動に邁進してい

ます．修士 1 年次は講義を受けて単位を取得

しながら，研究を開始します．その研究成果の

一部は国際学会へ発表してもらうように指導

しています．一方，社会人大学院生は，入学前

に志望する研究テーマをしっかりディスカッ

ションした上で決定し，研究を開始してもら

っています．不定期にWebミーティングを行

い，進捗を確認しながら進めています． 

 その他にも，年に 2 回，金沢核医学技術検

討会(STOIC)を開催し，金沢大学院修了生とそ

の関連施設の社会人と合同で 2 日間に渡り，

研究に対する討論会を開催しています（図 3）．

学類生や一般大学院生も参加し，多くの研究

者から意見をもらうことで，自分自身の研究

のブラッシュアップをしてもらっています．

また，情報交換会では，討論できなかった内容

をより深め，さらなる研究発展へとつなげて

います． 

 

第 20回 STOIC集合写真 

 

3. 最後に 

本研究室は，他大学からの一般大学院生お

よび社会人大学院生を広く受け入れています．

もし，興味がある方がいましたら，大学の HP

に連絡先が書いてありますので，お気軽にお

問合せ下さい．最後になりましたが，今回，こ

のような紹介の場を与えていただきました日

本放射線技術学会核医学部会委員の先生方に

厚く御礼申し上げます． 
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名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻 医用機能画像評価学講座 

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻 

中西恒平, 西井龍一, 上髙祐人  

 

【大学院概要】 

名古屋大学医学部保健学科は名古屋大学医

療技術短期大学部が改組されることにより, 

1997 年に設置されました. その後, 2002 年に

名古屋大学医学系研究科に修士課程医療技術

学専攻が設置され, 2004 年に博士課程（博士

後期課程）が設置されました. この際, 修士課

程は博士前期課程と改称されています. ここ

までの本専攻の成り立ちは核医学部会誌 Vol. 

39 No.1（2018 年春号）1)にて加藤克彦先生が

非常に詳しく解説されているので, そちらを

参照していただければと思います.  

その後, 2020 年にも改組があり, それまでの

医学系研究科医療技術学専攻が, 医学系研究

科総合保健学専攻となりました. この改組は, 

(1)領域を越えた領域融合的研究教育推進, (2)

情報科学を取り入れた保健医療分野の研究教

育体制, (3)研究ユニットによる集約的研究力

強化を目的に実施されました 2). この改組に

より情報科学領域の研究講座が設立され, 現

在では, 全国でも数少ない５専攻（看護, 放射, 

検査, 理学療法, 作業療法）を有するキャンパ

スでの多職種連携を学ぶ機会と, 次世代保健

医療の発展に貢献する情報科学を取り入れた

保健医療学の研究・教育が展開されています. 

診療放射線技師を目指す学生も, 研究室配属

時に放射線技術学領域の研究室だけでなく, 

情報科学領域の研究室も選択可能になってい

ます. また, 看護学や放射線技術学, 臨床検査

学, 理学療法学, 作業療法学および情報科学

の教員と学生が一堂に会する, 総合保健学専

攻全体での研究会が毎年開催され, 領域融合

型の教育・研究が推進されています.  

上記 2020 年の改組により, 放射線技術学領

域の研究室は 4 つの講座（研究ユニット）に

分類されました. 本記事では, 医用機能画像

評価学講座（以下, 核医学ユニット）に焦点を

絞り紹介させていただこうと思います. 

現在, 核医学ユニットには教授 2 名, 准教授

1名, 助教 2名, 合計 5名の教員が在籍してい

ます. それぞれの教員が, 特色ある研究を実

施しており, 患者のデータを用いた臨床研究

や PET などの画質改善に関する研究, 核医学

薬剤の開発や DNA レベルの放射線影響に関

する研究およびガンマカメラなどの装置開発

に関する研究など, 本ユニットでは非常に多

様な研究が展開されています. これは本ユニ

ットには医師や診療放射線技師はもちろんの

こと, 薬学分野や理学分野出身の教員も在籍

しており, 様々なバックグラウンドを持つ教

員が集まっていることに由来しています. 本

記事では 5 つの研究室のうち, 3 つの研究室に

ついて, それぞれの研究室主宰者が紹介させ

ていただきます. 

 

【研究室紹介】 

1. 西井研究室 

この研究室は 西井龍一が量子科学技術研究開

発機構（QST）から 2023 年 4 月に名古屋大学

医学部保健学科放射線技術学専攻の教授 と

して着任したのが始まりです．本研究室は新

たな医科学的エビデンスの構築を目指し, 診

療画像検査の質の分析・改善, 新しい医用画像

技術の創出, さらに技術教育・人材育成・社会

（地域）貢献を柱として活動しています． 
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現在の主な研究テーマは以下の 6 領域です． 

1. 分子イメージング画像診断研究 

2. アミノ酸などの放射性医薬品化学研究（基

礎・臨床） 

3. 臨床核医学画像診断研究 

4. 標 的 ア イ ソ ト ー プ 治 療 （ Targeted 

Radionuclide Therapy; TRT）開発研究 

5. 腫瘍画像診断・AI 画像解析研究 

6. 臨床画像を用いた被ばく線量評価研究 

これらを通じて, 核医学の基礎から臨床応用

まで幅広く研究を展開しています． 

研究室は開設から 2 年を経て，2025 年 7 月

現在で博士課程（前期）7 名（2 年生 4 名, 1 年

生 3 名）および学部卒業研究 10 名（4 年生 5

名, 3 年生 5 名）の計 17 名が所属する大所帯

となりました． 

  

2025.06 研究室ゼミ風景の一コマ 

 

 これまでの研究テーマ：これまでの研究テ

ーマを以下に記載します．「膵癌検出新規アミ

ノ酸 PET 研究―薬剤体内分布, 被ばく線量評

価」 

「I-131 甲状腺治療の最適化―治療室退室に

関する臨床的要因探索」 

「I-131 甲状腺治療の最適化―有効半減期計

算の再考」 

「認知症 PET の新規半定量診断法開発研究」 

「Targeted Radionuclide Therapy (TRT)研

究―Lu-177 神経内分泌治療・治療効果因子探

索的研究」 

「TRT 研究―Lu-177 の画像化研究」 

「TRT 研究―Lu-177 神経内分泌治療・被ばく

線量評価」 

「FDG-PET/CTの画像研究―AC画像とNAC

画像の比較検討」 

「FDG-PET/CTの画像研究―低線量 CT肺結

節の AI 診断に向けた検討」 

「全国診療画像統計調査研究―画像装置, 画

像検査の地域差, 年度別動向調査」 

共同研究体制と学内外連携：本研究室の研究

は，医用機能画像評価学講座の各研究室との

連携に加え，学内外の幅広い研究者との協力

体制のもとで進められています．学内では，名

古屋大学医学部附属病院放射線科の長縄慎二

教授，南本亮吾特任教授，放射線部の堤貴紀技

師長，山下雅人副技師長をはじめとした診療

放射線技師の方々と連携し，臨床研究を展開

しています．学外連携としては，QST 量子医

科学研究所，浜松医科大学光医学総合研究所，

福島県立医科大学保健科学部，金沢大学医薬

保健研究域，香川大学医学部などと協力して

います．さらに，国際的には米国 MD アンダ

ーソンがんセンター，ドイツ・ヴュルツブルク

大学，台湾・国防医学院医学部核医学とも研究

交流を行っています． 

 

2025.04 お花見会（鶴舞公園にて） 

 

 教育方針と人材育成：さらに当研究室は， 

学習・研究だけでなく，社会人としての人格形

成教育にも注力し，医療チームにおけるリー

ダー的存在となる総合力の高い人材育成を目

指しています．学部生教育では，放射線医学・
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技術科学の基礎と画像検査と治療の正しい理

解．診療参加型臨床実習への対応で検査のし

くみ, 医用画像と病態の理解を目指していま

す．卒後教育では，各専門資格の取得も目標の

一つとし, 診療放射線技術科学の実践能力の

習得を支援しています．大学院教育において

は，研究を通じて，医療従事者であると同時に

科学者でもある事を心懸け，国内外連携によ

るトップレベルの診療・研究により新しい医

療を創出することを目指していきます． 

私たちは，人とのつながりに感謝し，初心を

忘れず，勇気と自信を持ってチャレンジする

姿勢を大切にしています．教育・診療・研究・

社会貢献のすべてにおいてバランスを保ち，

未来の医科学に資する研究室であり続けるこ

とを目指しています． 

 

2. 上髙研究室 

現在，上髙研究室で進めている主な研究テー

マは以下のとおりです（図 1）． 

① 脳 PET におけるデータ駆動型体動補正

法の評価 

② 新しい撮像・画像再構成技術に関する研

究 

③ PET 画像の Radiomics に関する研究 

本研究室では，新たな体動補正法や撮像・画

像再構成技術の評価や最適化の研究を行ない，

核医学画像の画質および定量性の向上に取り

組んでいます． 

また，PET 画像の Radiomics に関する研究

では，画像バイオマーカーとして注目されて

いる核医学画像を用い，個別化医療への応用

を目指しています． 

それぞれの研究テーマについて，ファントム

実験による画像解析や臨床画像を用いて解析

を実施し，学会発表や論文執筆を行なってい

ます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 中西研究室 

現在, 中西研究室で進めている主な研究テー

マは以下の通りです（図 2）. 

① ポータブルガンマカメラの開発・応用 

② チェレンコフ光の小動物 in vivo 撮像 

③ 臨床用ガンマカメラの定量性向上を目指

した新たな撮像法の提案 

④ フレキシブルシンチレータの線量計測へ

の応用 

⑤ 近赤外蛍光励起・撮影システムの開発 

本研究室では新たなカメラの開発やその応

用, 臨床用ガンマカメラの定量性向上に関す

る研究などを進めています. 特に, ポータブ

ルガンマカメラや臨床用ガンマカメラを用い

た Lu-177 や Tc-99m の撮像, F-18 の in vivo

チェレンコフ光撮影を精力的に行なっていま

す. また, Ac-225 や At-211 の撮像, シンチレ

ータ開発の研究など , 共同研究者としても

様々な研究に参画しており,本ユニットの西井

教授や名古屋大学医学部附属病院, 早稲田大

学, 福島県立医科大学, 東北大学, 浜松医科大

学などと連携して研究を進めています. 

モンテカルロシミュレーション Geant4 や深

層学習, ファントム実験や小動物実験などで

データを取得し, 積極的に学会発表や英語論

文執筆を行なっています.  

 

 

 

 

 

図１ 上髙研究室の主な研究 
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現在, 上記の上髙助教, および中西助教の研

究室では大学院生の受け入れを行なっていま

せん. しかし, 当ユニットの准教授以上の研

究室に在籍することで, 両助教と共に研究を

進めることも可能です. 詳細については, お

問い合わせください. 

 

【最後に】 

本記事を通じて, 私たち核医学ユニットにご

関心をお持ちいただければ幸いです. 各研究

室の詳細にご興味をお持ちの方は, どうぞお

気軽に下記の連絡先までご連絡ください. 

 
 

【問い合わせ先】 

西井龍一 教授： 

nishii.ryuichi.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp 
 

上髙祐人 助教： 

kamitaka.yuto.k0@f.mail.nagoya-u.ac.jp 
 

中西恒平 助教： 

nakanishi.kouhei.c2@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 
 
 
 
 

 

【参考資料】 

1) 加藤克彦, 名古屋大学大学院医学系研究科 

加藤研究室. 日放技学核医学部会誌 2018；

39(1)：38-41． 

2) 名古屋大学大学院医学系研究科総合保健

学 専 攻 ホ ー ム ペ ー ジ

https://www.met.nagoya-u.ac.jp/SCHOOL/ 

message2.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 中西研究室の主な研究 
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岡山大学大学院保健学研究科 放射線技術科学分野 

 

岡山大学学術研究院保健学域 

放射線技術科学分野   

福井 亮平 

 

1. 少し自己紹介 

皆さまはじめまして．岡山大学の福井と申

します．少し自己紹介をさせてください．私は

岡山大学医学部保健学科放射線技術科学専攻

を平成 20年に卒業し，鳥取大学医学部附属病

院へ診療放射線技師として入職しました．そ

の間に社会人学生として，熊本大学大学院で

博士（保健学）を取得しています．鳥取大学で

12年ほどお世話になったあと，令和 2年より

母校である岡山大学へ助教として着任しまし

た． 

 

2. 岡山大学医学部保健学科の歴史 

明治 3 年 4 月，岡山藩は医学の進歩を図る

ため岡山藩医学館を設置しました．その後，岡

山医科大学を経て，昭和 24年に岡山大学医学

部が設立されました．また，既設されていた医

学部附属看護学校，診療放射線技師学校，臨床

検査技師学校を改組し，昭和 61 年 10 月に岡

山大学医療技術短期大学部が設置されました．

平成 10 年 10 月には短期大学部が改組され，

医学部保健学科（3専攻 8講座）として生まれ

変わり，現在に至ります．また，平成 15年 4

月には大学院保健学研究科（修士課程のみ）が

設置され，平成 17年 4月には保健学研究科博

士前期課程および後期課程が開設され，現在

に至ります． 

 

3. 福井研究室について 

 全国的にも珍しいことですが，岡山大学で

は令和 5 年より資格審査基準（大学院生へ指

導できる資格）を拡大し，助教でも大学院生へ

の研究指導および学位認定が可能となりまし

た．私も研究室を立ち上げ，令和 6 年度より

博士前期課程の学生受け入れを開始しました．

したがって，まだ日の浅い研究室になります．

現在は博士前期課程 2年が 2名，1年が 1名，

学部 4 年生が 2 名という小規模研究室です．

加えて，私の研究テーマに興味を持って頂き，

共同研究という形で別の研究室所属の博士前

期・後期課程の学生さん達と楽しく研究をし

ています． 

 

4. 研究テーマ 

私の研究室では 3 つの研究テーマを掲げて

います．①DR 系の画質評価，②トモシンセ

シス，③人工知能の 3つになります．①につ

いては Computed Radiographyや Flat Panel 

Detector の画質特性について評価を行い，論

文化や講演を行っています（Fig. 1）．②のト

モシンセシスについてですが，令和 6 年 4 月

からマンモグラフィ装置によるトモシンセシ

ス撮影について診療報酬の加算が可能となり，

より注目されている分野です．しかし，学生さ

んに①や②を提示してもあまり興味を持っ

てもらえず，最近では③の人工知能に関する

研究が増えています． 

 

 

Fig. 1 画質評価に関する講演 
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5. 最近の研究実績について 

ここで少し研究実績を紹介します．1つ目は
99mTc-GSA を用いた肝シンチグラフィに関す

る研究です．SPECTでは減弱補正を行うため

に CT画像を用いています．しかし，CTを追

加で撮影するため患者さんの被曝は増大しま

す．そこで，減弱補正を行っていない肝シンチ

グラフィ画像から CycleGAN と呼ばれる深層

学習モデルにより疑似的な CT を生成，これ

を用いて減弱補正可能か検証することで良好

な結果を得ました 1)．また，機械学習ベースの

Radiomics 解析を取り入れた研究も行ってい

ます．悪性神経膠腫のMGMT遺伝子プロモー

タ領域のメチル化の有無が，化学療法の予後

に影響することが知られています．MRI 画像

から MGMT のメチル化を Radiomics により

予測する際，腫瘍部分のセグメンテーション

を 2 次元または 3 次元的に行うことで予測精

度に影響するか検証しました．結果として，感

度や特異度，AUCに差は無く，両セグメンテ

ーションによる予測精度への影響は無いこと

が確認できました 2)．また，Photon-Counting 

CT において，逐次近似応用再構成の条件が

Radiomics 解析に与える影響は明らかではあ

りませんでした．そこで，腎細胞癌を対象にし

たタスクベースの画質評価と腎細胞癌のサブ

タイプを予測する精度への影響を検証し，再

構成条件が画質や予測精度へ影響することを

明らかにしました 3)．加えて，最近では

ChatGPT に代表される大規模言語モデル

（LLM）も注目されています．博士前期課程

1年生や卒業研究生はLLMを用いた解析を進

めています． 

 

6. 勉強会や学会参加 

新しい卒業研究生や大学院生が配属される

3～4月にかけて，研究で使えるように Python

を用いたプログラミング勉強会を開催してい

ます（Fig. 2）．必要なツールや解析方法など

も，定期的に集まって一緒に学べるようにし

ています．また，学会にも積極的に参加してい

ます．令和 7年度も横浜で開催された JRCや

韓国光明市で開催された KSRSC に参加し，

研究発表を行いました（Fig. 3-5）． 

 

 

 
 

Fig. 2 勉強会の様子 

 

Fig. 3 JRC2025へ参加 

 

Fig. 4 KSRSC2025へ参加 
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7. ご興味のある方は．．． 

 岡山大学の大学院に進学したいという方

は，お気軽にお問い合わせください．最近の

活動等は保健学科や私の研究室ホームペー

ジ，X（旧 Twitter）にも随時アップしていま

すので，ご確認頂けると幸いです．ここまで

お読み頂きありがとうございました． 

 

 

参考文献 

1) Miyai M, Fukui R, et al. Accuracy of 
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correction in 99mTc-GSA SPECT/CT 
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<問い合わせ先> 

岡山大学 学術研究院 保健学域 

放射線技術科学分野 

福井 亮平 

〒700-8558 

岡山県岡山市北区鹿田町 2-5-1 

TEL: 086-235-6907（研究室直通） 

Mail: rfukui@okayama-u.ac.jp 

保健学科 HP:  

https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/ 

福井研究室 HP: 

https://rfukui1114.wixsite.com/flab 

福井研究室 X: 

https://x.com/rfukui1114 

 

Fig. 5 KSRSC で英語発表 



 大学院紹介 

九州大学大学院 馬場研究室 

九州大学大学院医学研究院保健学部門 医用量子線科学分野 

教授 馬場 眞吾 

 

 

九州大学医学部保健学科は、1903年に福岡

医科大学附属医院看護婦養成科が設置された

ことに始まり、2002年に医学部保健学科とし

て設置されました。その後、2007年（平成 19

年）大学院医学系学府保健学専攻（修士課程）、

2009 年（平成 21 年）同博士後期課程、2015

年（平成 27年）修士課程助産コースを設置し

ました。また大学院では、アジア保健学コース

（修士課程）、保健学国際コース（博士後期課

程）も併設し、おもにアジア諸国からの留学生

も受け入れています。現在九州大学医学部保

健学科および大学院医学系学府保健学専攻で

は、看護師、保健師、診療放射線技師、臨床検

査技師および助産師等の育成を行っています。 

保健学科放射線技術科学専攻の現在の教員

は 14名で診療放射線技師、医師、理工学系の

出身者から構成されています。それぞれの研

究室が卒業研究生を 1～3名（多い場合は 4名）

受け持ち、院に進学する学生は多くの場合卒

業研究をそのまま継続・発展させて大学院の

テーマとしています。本学は４年生の卒業研

究を重視しており、ほぼ全員が４年次に地方

会に学会発表を行います。４年生は卒業研究

以外にも週３日の病院での臨地実習、就職活

動、国家試験勉強も平行して行う必要があり

非常に多忙です。また第 1 種放射線取扱者主

任者試験にもクラスの約２／３が卒業までに

合格しています。就職先は病院が大部分です

が、卒後に一般企業へ就職する学生も最近は

増えつつあります。 

 

 

大学院進学については在学中から積極的に

呼びかけ 2024 年度は学年 32 名中 13 名が修

士課程に進学しました。修士卒業後の多くは

就職しますが、1～2割程度そのまま博士課程

に進学します。博士課程進学者は社会人大学

院生が多く、7割程度を占めています。通常 3

年のコースですが 4 年の長期履修制度を選択

することもできます。 

本学では大学院生は文科省が推進する次世

代のがんプロフェッショナル養成コース（が

んプロ）のうち、医用量子線データサイエンテ

ィストコースに正規過程として参加していま

す。がんプロはがん医療の現場で顕在化して

いる課題に対応する人材、がん予防の推進を

行う人材、新たな治療法を開発できる人材を

養成し、九州および日本におけるがん医療の

一層の推進を図るプロジェクトです。また当

学科は認定医学物理教育コースを設け、医学

物理士の資格所得を推奨しています。 

さて我々、馬場研究室ですが 2022年 4月に

馬場が前任の佐々木雅之先生の講座を引き継

ぐ形で本研究室に赴任となりました。所属院

生 0 人からのスタートで最初は手探り状態で

研究指導を始めました。当初は自分が１対１

で十分な時間を取って直接学生に指導ができ

ていましたが、最近人数が増えてだんだんと

手が回らなくなっています。研究テーマにし

てもその指導体制にしてもシステマティック

な組織運営が必要になったと感じています。 
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現在在籍の学生は大学院修士課程 2 年目が

1 名、修士課程 1 年目が 2 名、学部４年時の

研究室配属の学生が３名在籍しています。主

な研究内容は、PET 装置の撮像法に関する研

究、SPECTの定量性に関する研究、dosimetry

を含む放射線内用療法全般に関する研究、サ

イクロトロンを用いた PET核種（68Gaや 89Zr）

の合成に関する研究などを行っています。当

研究室では学部生は卒業研究の成果を地方会

で発表し、大学院生は全国学会や国際学会に

応募しています。幸いなことに昨年と今年の

日本放射線技術学会総会にて 2 年連続で学生

優秀賞を受賞することができました。 

前任の佐々木先生の研究室 OB と密接な交

流を継続しているのも当研究室の強みと感じ

ています。学会などの機会を利用して定期的

に懇親会を設けて情報交換を行っています。 

学生にとっては大学院での生活、就職に関す

る相談など気軽にでき、自分たちのキャリア

プランを考えるうえで非常に有益です。また

彼らの中には研究機関、医療機器メーカーな

どで第一線として活躍している方々もおられ、

学生だけでなく私自身も最新情報や研究サポ

ートなどで大変にお世話になっています。今

後もよい関係を継続できればと思います。 

馬場研究室は今年 4 月で 3 年目を迎え、ま

だまだ歴史の浅い講座ですが、他の教員と積

極的に協業し、これからいろいろな分野に挑

戦したいと思っています。核医学に興味を持

つ、意欲をもった学生をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

馬場 眞吾 

E−mail：baba.shingo.754@m.kyushu-u.ac.jp 

TEL：092− 642− 6746 （直通） 

HP：保健学部門 HP 

(https://www.shs.med.kyushu-u.ac.jp/） 

 

 

    馬場研、佐々木研合同懇親会（2024） 

 

 

 

日本放射線技術学会総会 2024年 

 

 

 

 

https://www.shs.med.kyushu-u.ac.jp/


 大学院紹介 

群馬県立県民健康科学大学大学院 診療放射線学研究科 大﨑研究室 

群馬県立県民健康科学大学大学院 診療放射線学研究科  

大﨑 洋充 

 

群馬県立県民健康科学大学診療放射線学科

は昭和 33 年 4 月の群馬県立診療エックス線

技師養成所の開設が起源であり，約 64年の歴

史があります．昭和 45年 4月には群馬県立福

祉大学校へ，平成 5 年 4 月には群馬県立医療

短期大学への名称変更を経て，平成 17年 4月

に現在の群馬県立県民健康科学大学となりま

した．平成 21年 4月には群馬県立県民健康科

学大学大学院の博士前期課程が開設され，さ

らに平成 28 年 4 月には群馬県立県民健康科

学大学大学院の博士後期課程が開設され，平

成 30 年 4 月の法人化を経て現在に至ります．

診療放射線学科以外に看護学科を有している

ことから，他職種との医療連携を学ぶ演習科

目（医療連携論）にも力を入れております．ま

た，平成 24年 4月には地域連携センター内に

看護学教員養成課程や看護師特定行為研修課

程を開設し，社会的ニーズに応じた地域貢献

を果たすべく活動しております． 

本学は，前橋駅からバスにて 15 分ほどの自

然豊かな環境に位置しております（図 1）．大

学からは日本百名山の赤城山（標高 1,828 m）

を望むことができ，四季折々の景観を楽しむ

ことができます． 

 

図 1. 大学および周辺の景観 

大﨑研究室では，令和 7年度までに，学部の

卒研生を 22名（予定者 3名含む）輩出し，卒

業後は主に大学病院や公的病院に就職をして

おります．また，大学院生は，博士前期課程 8

名，後期課程 3 名が当研究室に在籍（現在籍

中も含む）しました．本学の研究科では医療機

関等に勤務する社会人の方々を積極的に受け

入れております．長期履修制度 (博士前期課程

は最長 4 年，博士後期課程は最長 6 年) ，夜

間開講授業，LMS (Learning Management 

System) を活用した講義など，社会人学生が

学修しやすい環境を整えており，群馬県内の

みならず他県からも社会人の方々が多数入学

されています．大学院の研究の進捗確認は定

期的にTeamsを用いてミーティングを行って

います． 

当研究室の研究テーマは，核医学・PET分野

の定量評価法の標準化に焦点を置いた研究が

多いのが特徴です．2025 年になり薬剤関連顎

骨壊死（MRONJ）の SPECT/CT 画像による

定量評価のHarmonizationに関する論文が博

士前期課程の大学院生の黒森一星（防衛医科

大学）により J Nucl Med Technol（in press）

にアクセプトされ，多施設臨床研究の推進に

役立つ研究報告を行いました．また，モンテカ

ルロシミュレーションを活用することで，フ

ァントム実験等では限界のある様々な撮像条

件のデータを取得し，再現性や定量精度の検

証を行ってきました．2024 年には，日本放射

線技術学会誌に 177Lu イメージングの撮像条

件と定量精度に関するモンテカルロシミュレ

ーション研究を行って報告しました（日放技

学誌 2024; 80(6)：593-604.）． 

本学 

赤城山 



 大学院紹介 

近年では，深層学習を核医学に応用した研究

に興味を持つ学生も増えてきていることから，

当研究室にも深層学習向けの PC を複数台導

入し研究に活用しております（図 2）．今年，

アミロイド PET 画像（円筒ファントム）の

Gibbsアーチファクトを自動判定するAIプロ

グラムを構築しRPT誌に研究報告をしました

（Radiol Phys Technol. 2025 Jun 25. Online 

ahead of print.）． 

2025 年になり，最新の 3D プリンタ（図 3）

を導入し人体の臓器構造に近いファントムの

作成と有用性の検証を行うべく新たな研究を

進めているとことです．当研究室には，各種フ

ァントム（NEMA ボディファントム，3D ホ

フマンファントム，BTファントム，PMODや

FALCON，MATLAB など画像解析ソフトウ

ェア，SPSS統計解析ソフトウェア）も備えて

いることから，病院に研究環境が必ずしもな

くてもやる気さえあれば，研究を進めること

は可能です． 

 

 
図 2. 研究室に導入された深層学習用 PC 

 

 

図 3. 研究室に導入された 3Dプリンタ 

本学は残念ながら核医学装置は有していま

せんが，有難いことに群馬大学医学部附属病

院や藤岡総合病院，群馬県立がんセンターな

どの近隣の核医学施設で SPECT/CT 装置や

PET/CT 装置を共同研究で利用させていただ

くことで優れた研究環境を学生にも提供でき

ています． 

直近3年間に当研究室にて実施した研究テー

マの一例を以下に示します．本学では，学部生

のみならず大学院生に対しても学会発表や論

文投稿費の補助が支給されるので，大きな私

費による負担なしに積極的に研究成果を公表

することが可能です． 

 

令和 4年度 学部生 

1) シミュレーションによるてんかん脳血流

SPECT 撮像法の最適化：荻原美桜（現真

木病院） 

2) Gaussian filter処理が SUVに及ぼす影響 

〜プラットフォームによる差異の検証〜：

吉田ほのか（現癌研有明病院） 

 

令和 5年度 学部生 

1) 177Lu におけるモンテカルロシミュレーシ

ョンを用いた定量値の再現性評価：石川一

磨（現さいたま市立病院） 

2) 177Lu におけるモンテカルロシミュレーシ

ョンを用いた定量精度の評価：久保田千裕

（現深谷日赤病院） 

 

令和 6年度 学部生 

1) 177Lu イメージングにおける定量値の位置

依存性：志賀まなみ（現癌研有明病院） 

2) アミロイド PET 画像の適正化におけるフ

リー解析ソフトウェアの有用性：PET撮像

施設認証取得のための多施設共同研究：磯

貝咲采（現藤岡総合病院） 
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令和 4年度 大学院生（博士前期課程） 

1) PET/CT 画像における重ね合わせに関す

る新たな定量的評価手法：村上峻洋（東京

科学大学病院） 

 

令和 5年度 大学院生（博士後期課程） 

1) 18F-FDG PET/CT におけるデータ駆動型

呼吸同期 PET撮像法の評価：深井翔平（癌

研有明病院） 

 

当研究室では休暇を活用して研究室の交流

を深めるような学外活動も不定期に行なって

おります．群馬県という立地を生かしてキャ

ンプに行ったり，大学近郊を流れる桃ノ木川

沿いをランニングしたりなど，学業・研究に加

えて心身を鍛えることや私生活の充実も重要

と考えています（図 4，図 5）． 

 

 

図 4. キャンプ場にて焚火する学生 

 

 

図 5. 桃ノ木川沿いのランニング 

 

本学の大学院には学部からの進学に加えて

社会人かつ遠方から学位の取得を目指して進

学される診療放射線技師も多く在籍しており

ます．折角，研究して学会発表をするのであれ

ば，もう一歩踏み込んで論文化や学位の取得

を目指すことをお勧めします． 

興味ある方は，遠慮なく以下の連絡先にお問

合せいただけましたら幸いです． 

 

問い合わせ先 

大﨑 洋充（だいさき ひろみつ） 

群馬県立県民健康科学大学大学院 

診療放射線学研究科 

〒371-0052 

群馬県前橋市上沖町 323-1 

TEL：027-235-1211（代表） 

E-mail：daisaki@gchs.ac.jp 

 

参考文献 

1) 群馬県立県民健康科学大学ホームページ

（https://www.gchs.ac.jp/） 

 

https://www.gchs.ac.jp/


 大学院紹介 

広島市立大学大学院情報科学研究科 

医用情報科学専攻 医用画像工学研究グループ 

松本圭一 

1. はじめに 

公立大学法人広島市立大学は、「科学と芸

術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な

大学」を建学の基本理念として、1994年 4

月に国際学部、情報科学部、芸術学部の 3学

部構成で開学しました。本学は、JR広島駅

から 5分で到着する JR横川駅（JR山陽本線

と JR可部線が乗り入れています）から広島

電鉄バスにて 15分ほどの自然豊かな環境に

位置しています（図 1）。ベクトルの異なる 3

つの学部が磁力に吸い寄せられるように集ま

り互いに刺激し合い、そして解き放たれる 3

つの光をイメージしたコミュニケーションマ

ークが印象的な大学であります。このマーク

は本学のタグラインである「3つのひかり 未

来をつくる」からイメージを展開し、固定観

念にとらわれず、多角的な見地から可能性を

模索していく 3学部を表した図像としてデザ

インされています（図 2）。なお、各学部のイ

メージカラーは国際学部が青、情報科学部が

緑、芸術学部が赤であります。 

 

 

 

 

 

 

情報科学部では、2012 年度に医用情報科

学科が新設され、2016年度には大学院情報

科学研究科に情報工学、知能工学、システム

工学、そして医用情報科学の計 4つの専攻が

発足しました［1］。筆者が在籍する医用情報

科学科・専攻は、バイオ情報学、医用画像工

学、医用ロボット、脳情報科学、医用情報通

信の 5つの分野の研究グループより構成さ

れ、それぞれ特色の異なる内容や視点で研究

を行い、情報科学を通して将来の医療産業を

担う人材を育成しています［2］。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 広島市立大学キャンパスマップ 

 

図 2 広島市立大学コミュニケーションマーク 
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現在の教員数は教授 5名、准教授 8名、講

師 2名の計 15名で構成されています。診療

放射線技師を養成する学科はありませんが、

学部卒業生および大学院修了生の主な進路先

は、日本放射線技術学会核医学部会の会員の

皆様にも馴染みのある、キャノン（株）、

（株）島津製作所、浜松ホトニクス（株）、

富士電機（株）、富士フイルムメディカル

（株）など大手医療機器メーカーのみなら

ず、NTT西日本、エヌアイ情報システム

（株）、（財）放射線影響研究所、（株）ジェ

イ･エム･エス JMS、富士通クラウドテクノ

ロジーズ（株）、そしてマツダ（株）など多

岐にわたります。 

 

2. 学部における教育 

医用情報科学科では、医療の現場での応用

を視野に入れ、その基礎となる情報科学、工

学、自然科学（物理学、化学、生物学）に関

する知識と技術を学びます。筆者は後述する

「イノベーション人材育成プログラム」の科

目でもある”医用データサイエンス”および医

療の現場で重要な”医用画像処理”などの科目

を担当しており、前者は R言語を、後者は

ImageJ のマクロ機能を用いて講義内で演習

も行っています。 

他方、情報学部では 2021年度から「イノ

ベーション人材育成プログラム」をスタート

させ、ICT（Information and 

Communication Technology）活用に不可欠

なプログラミングや情報科学の基礎となる数

学において秀でた能力を学修意欲とともにさ

らに伸ばし、社会にイノベーションをもたら

し得る人材を育成しています。本プログラム

では、標準で開講されている科目群に加え、

実践的な情報技術のプロフェッショナルを育

成する「革新的 ICT実践特別コース」、科学

的探究能力を持つ IT技術者を育成する「革

新的情報科学特別コース」および両者の共通

科目群の科目を履修できます。また本プログ

ラムは大学院との一貫カリキュラムを想定し

ており、所定の成績でプログラムを修了した

学生は、通常 4年次で履修する卒業研究を飛

ばして、早期に大学院に進学し先端的な研究

を開始することができます。すなわち、最短

5年で修士の学位を取得でき、実際に大学院

へ早期進学した学生も多数います。 

 

3. 大学院入試 

情報科学研究科の入試区分は、推薦入試、一

般入試および社会人特別入試の3種類であり、

10 月入学と 4 月入学があります。本稿では、

情報科学研究科医用情報科学専攻における社

会人特別入試の入試概要について紹介します。 

本専攻は情報科学および医用生体工学に関

連する学際融合分野において、科学技術の高

度化と多様化に対応できるよう基礎から応用

までの学識、技術の体系を修得できるように

開設しています。また、入試で求める人物像は

「専門的な課題意識を持ち、その解決のため

に情報科学に関する学修・研究に強い意欲を

持つ人」であります。授与する学位の種類は

「情報科学」または「情報工学」のいずれかに

なり、博士前期課程および後期課程の修業年

限はそれぞれ 2 年と 3 年ですが、優れた研究

業績をあげた者については 1 年以上の在学を

以て修了を認めることがあります。 

博士前期課程の選抜方法は、出願時に提出

する「実績報告書」と「研究計画書」および面

接で評価します。一方、博士後期課程の選抜方

法は、「業務業績報告書」と「口述試験」を総

合的に評価します。広島市内の者は入学料が

減免されますが、授業料も含めた納付金や入

学定員など詳しい情報は本学情報科学研究科

の入試に関するホームページ［3］を参照して

ください。 

 

4. 医用画像工学研究グループ 

本研究グループは増谷佳孝教授（現所属：

東北大学大学院医学系研究科）が初代室長と
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して 2014年に開室され、2024 年に筆者が 2

代目教授として就任し、2025 年度からは医

用情報科学専攻長・学科長も務めています。

本研究グループは”臨床現場からニーズを収

集して、作って、評価して、使ってもらう”

をコンセプトに研究を進めています。2025

年度は総合型選抜で入学し 1年生から当研究

グループに配属希望した 1年生に加えて、学

部 4年生 4名、大学院 1年生 2名および 2年

生 3名の計 10名を准教授の先生とともに指

導し、かつ”共育”しています。なお、2026年

度の指導教員は 3名体制になる予定です。 

研究室では個々の学生に PCとアーム付き

デュアルモニターを提供し（図 3）、プログラ

ミングしやすい環境を構築しています。また

深層学習を行う専用のワークステーションを

複数台導入するだけでなく（図 4）、研究室以

外の環境でも高速処理できるようにポータブ

ル eGPU ボックスも複数導入し、希望者に対

して貸し出しています（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学は残念ながら核医学装置はもとより X

線 CT装置やMR装置などの医療機器を有し

ていませんが、有難いことに広島市内の医療

機関と共同研究契約を締結する準備を進めて

おり、今後は医用画像や装置を利用させてい

ただくことで充実した研究環境を構築できる

予定です。 

また、2024年度には日本メジフィジック

ス株式会社と共同研究契約を締結させていた

だき、画質評価のための解析ソフトウェアの

開発に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 終わりに 

核医学部会誌における大学・研究室紹介は

2012 年 65 巻の金沢大学大学院・小野口研究

室紹介に始まり、2024 年 89 巻の東北大学大

学院・金田研究室まで計 24回全国の研究室が

紹介されてきた歴史あるシリーズと認識して

 

図 4 深層学習用のワークステーション 

 

図 3 学生の研究環境 

 

図 5 ポータブル eGPU ボックス 
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います。県立広島大学大学院・大西研究室を除

き、全て放射線技師養成校の研究室でありま

す。本学には医療従事者のライセンス取得者

は筆者しか在籍していませんが、医療機器メ

ーカーや各分野で有名な研究所などでの豊富

な実務経験を有する教員が多数在籍していま

す。SPECT、PET、X 線 CT の測定データは

光子の線積分ですが、多方向から測定して定

式化したモデルを適用することで医学的価値

ある情報を数値化できます。近年注目されて

いる定量的イメージングバイオマーカーは最

たるものであります。 

当研究分野に興味がある、詳しい情報を知

りたい、あるいは医系学位（医学や保健学など）

ではない学位を取得してみたい、プログラミ

ングが得意な方は是非ご連絡ください。診療

放射線技師養成校ではない立場ではあります

が、学生教育や研究発表などで皆様にご指導

いただくこともあると思いますので、引き続

きよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

松本圭一 

広島市立大学大学院情報科学研究科 

医用情報科学専攻医用画像工学研究グループ 

〒731-3194 

広島市安佐南区大塚東三丁目 4番 1号 

TEL：082-830-1500 

FAX：082-830-1656 

E-mail：kmatsumoto@hiroshima-cu.ac.jp 

HP ： https://www.medimg.info.hiroshima-

cu.ac.jp/ 

 

 

参考文献 

1. 広島市立大学情報科学部・情報科学研究科

ホームページ 

https://www2.info.hiroshima-cu.ac.jp/ 

2. 広島市立大学情報科学部医用情報科学科・

専攻ホームページ 

https://bis.info.hiroshima-cu.ac.jp/ 

3. 広島市立大学情報科学研究科学生募集要

項ホームページ 

https://www.hiroshima-cu.ac.jp/guide/gs-

sciences/content0072/ 
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北海道科学大学大学院保健医療学研究科  

北海道科学大学大学院保健医療学研究科 医療技術学専攻 

菊池明泰 

 

1．大学紹介 

北海道科学大学は 2014 年に本学の前進で

ある北海道工業大学から保健医療学部を新設

するタイミングに合わせて校名を変更しまし

た． 

基本理念に 

・「科学的市民」の育成 

・時代の要請に即したプロフェッショナル教

育 

・地域社会への貢献 

挙げて，地域に根差した大学教育を目指して

います．さらにスローガンとして＋

Professonal（プラスプロフェッショナル）を

掲げています．これは，社会に出てからもさら

にその分野の「プロ」を目指し実学（実際に現

場で役に立つスキル）を高めていきましょう，

という思いを込めたものです．本学は，工学

部・薬学部・未来デザイン学部・保健医療学部・

情報工学部の5つの学部からなる大学ですが，

同じ法人系列の高校（名称：北海道科学大学高

校）も 2 年前に別の場所から大学と同じエリ

アに移転しました．法人全体としても，高大接

続により 3＋4 の 7 年間教育を推し進めてお

ります．近年では，同じ敷地内にある利点を生

かし，系列校から本学に入学する高校生に対

して，「コンカレントプログラム」として，単

位の一部先取りプログラムを実施しておりま

す．大学（1年後期科目の一部）の授業にいち

早くなれるとともに，単位を複数取得するこ

とができれば，ある一定期間授業に空きがで

きるため，その期間を自己研鑽にあてること

ができるシステムになっております． 

 

一方で，大学全体として私大の課題として

上げられる幅広い学力層に対応するため，リ

メディアル教育の一環として，「HUS スタン

ダード」という初年次教育システムをスター

トさせております．これは，入学時の学力に応

じたきめ細やかな教育を進める内容をなって

おります． 

図１ 保健学部棟（C棟） 外観 

 

2．医療技術学専攻の紹介 

 ここからは，私の研究室が所属する医療技

術学専攻の紹介をいたします．本専攻は修士

課程として 2 年間の課程を経て修士を取得す

るコースで保健医療学部に所属する臨床工学

科の院生との構成となり，毎年 4 名程度の院

生が入学しております．学部からそのまま入

学する学生が多いですが，社会人の方もいら

っしゃいます．社会人の方は，仕事をしながら

研究や授業を受けることなるため，長期履修

制度（最大でプラス 2 年間）により 3 年から

4年をかけ在籍される方もいます．なお，その

際，授業料は分割されるため最終的な授業料

は 2年間のものと変わりはございません． 

 



 大学院紹介 

私の研究室についてですが，2018年から修

士の学生受け入れをスタートしております．

2025年度からはさらに博士課程についても受

け入れ可能となっております．ご興味のある

方は，ぜひ私のほうまでご連絡ください． 

さて，ここで過去私の研究室から卒業した

修士の方 2 名のそれぞれの研究テーマについ

てご紹介いたします． 

・深層学習およびデジタルファントムを用

いた心筋血流 SPECT の心外集積除去法

に関する研究（本間 優斗氏） 

・核医学画像における画質改善法に関する

研究（西村 健氏） 

上記の研究テーマを進め，卒業しております． 

図 2 本研究室を卒業した修士学生 

 

現在は，4 名の修士（M2 1 名，M1 3 名）

が在籍しており，それぞれのテーマは 

・心臓核医学における画像再構成自動化に関

する基礎研究 

・心筋血流 SPECT における３D プリンタに

よる虚血再現と新たな描出評価基準策定に向

けた研究 

・心臓ファントムの設計とモンテカルロシミ

ュレーションを活用したファントム作成の精

度向上に関する研究 

・入院患者の転倒・転落後における重症頭部

外傷の早期発見と見逃し防止を目的とした対

応プロトコールの開発と導入効果 

 

 

図 2 菊池研究室 2025 年度 M1生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 菊池研究室 2025 年度 M2生 

（第 1回日本放射線医療技術学術大会にて） 

 

となっております．ほぼ核医学分野のテーマ

が多いですが，社会人の方は臨床の立場から

医療安全に関する研究を進めております．私

自身の臨床経験に加え，一緒に指導していた

だく別先生が医療安全に精通しており，研究

を進めております．その他，核医学分野の中で

も，人工知能や模擬ファントムに関連した研

究を今は進めておりますが，工学部や情報科

学部の先生方とも共同で研究をしております．

以前から人工知能，特に深層学習に関連した

研究を進めている先生とは，一緒に心臓核医

学画像の心外集積に関する画像改善方法の研

究も行い，2022年に論文も発表しております
1）．さらに，工学部の先生とは，３Ｄプリンタ

を活用した模擬病変の作成とその有用性に関

する研究も共同で進めております．今後，臨床
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の異常集積（欠損や虚血）により近い形での集

積を模擬した病変作成などを，修士の学生と

ともに，進めていきたいと考えております． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 CADで作成した心筋模擬病変例 

 

3．大学院入試と授業形態について 

 次に大学院入試と実際の授業形態について

ご案内いたします． 

大学院修士課程の入試については，「前期」

「後期」の年 2 回実施され，区分としては大

きく 2つあり，学部生を対象とした「一般・推

薦入試」と社会人を対象とした「社会人入試」

です．このうち社会人入試は，小論文および口

述試験の総合判定により合否を判断いたしま

す． 

図４ 大学院修士課程 試験に関して（抜粋） 

 

詳細については，大学のホームページ内にあ

る資料請求内の学生募集要項[大学院]pdf版に

出願資格や試験時期など記載がありますので，

今後本学への進学をご検討されている社会人

の方がおりましたら，ぜひご確認いただけれ

ばと思います 2）．なお，年度により募集要項が

変わる場合もありますので，都度ご確認をお

願いいたします． 

講義については，保健医療学部の修士学生

全体で実施する「集中講義」（主に 1年前期が

多い）と専攻別の「専門科目」の講義に分かれ

ており，集中講義の場合は，他の専攻科とも調

整し，土・日に実施しております（主に修士 1

年生が対象）．その日程に合わせて，専門科目

の授業を実施している先生もおります．また

科目担当の先生によりますが，Web を活用し

た遠隔授業や，課題などを活用して授業を実

施している場合もあり，通常の大学院生とス

ケジュールを調整しながら進めております． 

講義例として，私の担当科目である「核医学

技術学特論」では，各々が関連する研究内容の

英語論文を，各自もしくは私のほうでピック

アップし，受講者と担当日を決めてスライド

に要約後，授業内で発表しその研究内容につ

いて討論していくような形をとっております．

私の講義以外でも，通常の学部授業より主体

的で対話を重視した講義が多く，課題要約の

ためのスライド作成や，研究を進めるための

方法論など，受講生自身の研究につながる講

義が多くあり，最初は課題などをこなすので

精一杯かとは思いますが，スキルアップには

間違いなくなります．実際，社会人の方にお話

を聞くと，「課題をこなすのに大変ではあるが，

他の学生（他学科など）との交流や研究方法な

どについて学ぶことができ，非常に勉強にな

る」との意見も聞いております． 

 最後に，修士を卒業するための要件につい

てお話いたします．修士課程2年間のうちに，

自分の研究に関連する学会等の全国学会への

1回以上の研究発表（全国学会 2回でも可），

地方会での 1 回以上の研究発表と修士論文作

成，審査会での発表が必要となります．2年間

ではありますが，あっという間に過ぎてしま

うものです．なお，博士課程については，保健

医療学部で毎年 2 名募集をしております．私

の研究室ではまだ博士課程の方は入学してお

りませんが，ご興味のある方はぜひとも私宛
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にご連絡ください． 

 私の研究室は，主に核医学領域ですが，大学

院に興味のある方は核医学に限らず，まずは

お問い合わせください．現在，保健医療学研究

科の修士の方は，北海道だけでなく南は福岡

からも社会人入試で来られているかたがおり

ます．大学院に興味のある方は，地域関係なく

ぜひ私宛にご相談ください．皆様からのご連

絡をお待ちしております． 

以上で研究室紹介とさせていただきます．

それでは，今後ともどうぞよろしくお願い申

し上げます． 

 

【問い合わせ先】 

菊池  明泰（きくち  あきひろ） 

北海道科学大学保健医療学部診療放射線学科 

北海道科学大学大学院医療技術学専攻（修士）  

 

〒006-8585 

北海道札幌市手稲区前田 7 条 15 丁目 4-1 

電話：011-688-2360（直通） 

e-mail：kikuchi-a@hus.ac.jp 

 

参考文献等 

1) Kikuchi, A., Wada, N., Kawakami, T., 

Nakajima, K. & Yoneyama, H. A myocardial 

extraction method using deep learning for 

99mTc myocardial perfusion SPECT images: 

A basic study to reduce the effects of extra-

myocardial activity. Comput. Biol. Med. 141, 

105164. 

2）北海道科学大学ホーページ 

https://www.hus.ac.jp/ 
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国際医療福祉大学 保健医療学部  

放射線・情報科学科（大田原キャンパス） 本村研究室 

本村 信篤 

 

最初にお断りです．本記事は大学院の現状

紹介ではなく，目指したい目標になります．本

来の趣旨とは異なること御容赦ください． 

国際医療福祉大学は医療福祉の専門職の育

成および関連研究を目的に 1995 年に栃木県

大田原市に開学しました．本年（2025年）は

30 周年となります．全国に六つのキャンパス

をもち，放射線・情報科学科は大田原と成田の

キャンパスにあります．私が所属する大田原

キャンパスは，関東北部の那須高原と八溝山

系の自然に恵まれた地域にあります．源平合

戦で活躍した弓の名手 那須与一が生誕し，奥

の細道で松尾芭蕉が立ち寄った地です．また

来年（2026年）春から放送予定の NHK連続

テレビ小説「風，薫る」の舞台です．モチーフ

となる大関和は我が国の看護会の先駆者です． 

筆者は本年（2025年）４月より国際医療福

祉大学に入職しました．常勤で大学教育に従

事するのは初めてですが，学部４年生８人の

卒業研究を担当となりました．しかし研究室

の引継ぎはなく，進行中の研究なし，大学院生

を含めた研究スタッフなし，更にパソコンす

らない状況でした．まさにゼロからの出発で

す．学内の協力を得て２台のパソコンを設置

したのが最初の仕事でした．製薬会社の御厚

意でアカデミック用のソフトウエアも入手し

ました．Pythonも開発環境を構築できました．

８人の４年生には「アンガー型カメラとは何

ぞや」との核医学の基礎から教育を始めまし

た．一つ一つを手作りで研究環境を構築して

います． 

ここで実施を予定している研究テーマの紹

介をします．第一に SIMINDを用いたモンテ

カルロシミュレーションです．国内外で多く

の SIMINDを用いた研究が発表されています．

まだ使い始めたばかりですが，非常に有用な

ツールだと感じています．任意の放射能，減弱

体の三次元分布を設定でき，コリメータ形状

も定義できます．また半導体検出器にも対応

しています．シミュレーションであればパソ

コンで研究が行えるので，最低限の研究資材，

また多忙な社会人研究者に向いているかと思

います．シミュレーションを用いた研究で留

意すべきは「再現できる現象に制限がある」で

す．この見極めには，30 年以上も技術者（キ

ャノンメディカルシステムズ）として実装置

の開発と研究に従事した経験が活かせると考

えています．現在，Lu-177イメージングに最

適なコリメータの設計検討を行っていますが，

技術者としての経験から SIMINDの有用性と

問題点が見えてきています．別の研究として，

前職からの継続で藤田医大との共同研究を行

っています．３検出器 SPECT 装置 GCA-

9300Rの高画質を活かし，橋・中脳への I-123 

DAT 集積の定量計測法を担当させて頂いてい

ます．SPECTは位置分解能が劣るため，小領

域へのトレーサ集積の測定には解決すべき課

題が多くあります．実用性と正確性のバラン

スを考え，実用的な手法の開発に取り組んで

います． 

成田にある関連病院ではキヤノンメディカ

ル製品の GCA-9300R と PET-CT 装置

Cartesion Primeが稼働しています．SPECT，

PET-CTとも最高機種による研究が可能です．

特に開発責任者をした GCA-9300R への思い

は強く，大学の研究者として臨床価値を高め
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る新しい活用法を探索していきたいと考えて

います． 

「本質を捉えて，核医学の発展に寄与する

研究を行う．また人材の育成に取組む」が私が

大学に入職した目的です．目標は高尚ですが，

厳しい現実を実感しています．しかし志を同

じくする仲間がいれば，少しでも目標に近づ

けると思います．そんな大学院の研究室を作

っていければと思っています． 

来年に連続テレビ小説「風，薫る」が放映さ

れる時は，大学院生と研究を行えるように準

備していきます．長年にわたり核医学装置の

研究・開発に従事した知見を活かし，物事の本

質に迫り，少しでの臨床に貢献できる成果を

出していきます．大学院での核医学研究に興

味のある方，やる気のある方をお待ちしてい

ます． 

今まで取り組んだ研究の詳細は参考文献，

または Researchmap  

(https://researchmap.jp/Nobumotomura) を

参照ください． 

 

問合せ先 

本村信篤（もとむらのぶとく） 

国際医療福祉大学 放射線・情報科学科 

〒324-8501 

栃木県大田原市北金丸 2600-1 

TEL： 0287-24-3074 

E-mail： motomura-nobutoku-kq@ihwg.jp 
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自然豊かな森の中のキャンパス 

大学の周辺は田畑に囲まれている 

https://researchmap.jp/Nobumotomura
mailto:motomura-nobutoku-kq@ihwg.jp
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順天堂大学大学院保健医療学研究科 診療放射線学専攻（津田研究室） 

保健医療学研究科 津田 啓介 

 

1. はじめに 

2019 年 4月，順天堂大学保健医療学部は順

天堂大学の 6 番目の学部として，本郷・お茶

の水キャンパスに開設しました．本学では，学

是「仁（人在りて我あり，他を思いやり，慈し

む心）」 の精神に基づき，人間尊重の理念・高

い倫理観・豊かな人間性を育み，医学や医療に

係る科学的根拠に基づく専門的知識および医

療技術を授けております．現在では，医学部・

スポーツ健康科学部・医療看護学部・保健看護

学部・国際教養学部・保健医療学部・医療科学

部・健康データサイエンス学部・薬学部の 9学

部をはじめ，大学院 6研究科，医学部附属 6病

院を有する「健康総合大学・大学院大学」へと

発展を遂げており，2025年 3月には順天堂大

学保健医療学部の3期生が卒業しております． 

 

2. 保健医療学研究科 

保健医療学部を基礎とする大学院保健医療

学研究科博士前期課程（修士課程）を 2023年

4月に開設しました．博士前期課程では，学是

である「仁」の精神に基づき，国内外を問わず

多様な場で社会貢献できる高度な実践能力を

もち，理学療法学，診療放射線学のあり方を探

求することのできる人材の養成を目的として

おります．診療放射線学専攻では，環境の変化

に対応でき科学的根拠に基づいた高度な診療

放射線技術実践能力を発揮できる医療専門職

者，診療放射線学の成立基盤を基に診療放射

線学分野の新たな方法論の開発や展開ができ

る教育者・研究者を志向する人材を育成して

おります．なお，2025年 3月には博士前期課

程の 1期生が修了しております． 

また，2025年 4月には，博士後期課程（博

士課程）を開設しました．博士後期課程では，

専門知識と専門技術および高度な研究能力を

有し，拡大を続ける理学療法学分野・診療放射

線学分野における研究を積極的に推進し，質

の高い理学療法学・診療放射線学・生体量子科

学の基盤を創造，ならびに後進の指導を行い

得る人材の養成を目的としております． 

 

3. 核医学分野（津田研究室） 

 博士前期課程では，診療放射線学専攻 1 領

域，博士後期課程では，診療放射線学専攻 2領

域に分かれ，各自の専門性を高める教育・研究

指導を行っております． 

 保健医療学研究科において津田研究室では

核医学分野，特に PETを用いた画像解析に関

する研究を中心に取り組んでおります． 

「博士前期課程」 

• 診療放射線学専攻 診療放射線学領域 

核医学分野 

「博士後期課程」 

• 診療放射線学専攻 生体量子科学領域 

核医学分野 

PET を用いた研究では，隣接する順天堂医

院放射線部 PET検査室と連携し，画質評価フ

ァントムを用いた基礎研究および臨床研究を

進めております．順天堂医院放射線部 PET検

査室には，製造元が異なる 2 台の PET/CT 装

置が設置されており，高性能の臨床用画像診

断装置を用いた高精度な画像データ解析を行

うことが可能となっております．また，順天堂

医院放射線科では年間 3,000 例を超える

FDG-PET/CT検査が実施されており，画質評

価ファントムを用いた基礎研究から臨床研究

までシームレスに研究が遂行できる環境が整

っております．ここで，研究テーマの一部を紹

介します． 
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i. FDG-PET 検査におけるがん病変内部の

不均一性を考慮した描出特性の解明 

本研究では，がん病変内部における放射能

濃度分布の不均一性に着目し，二層構造から

成るがん病変を模した画質評価ファントムお

よび CaLM フィルタ 1)を用いて統計雑音の抑

えられた糖代謝活性の描出特性の解明を目指

しております．PMT-PET/CT および SiPM-

PET/CT を用いて PET 画像を取得し（図 1），

定量評価を行なった結果，PET/CT に依存し

て描出特性が異なることが示唆されました 2)． 

 

図 1. 基礎研究 

ii. Brain Age Gap と認知機能およびアミロ

イドβ蓄積との関連性の評価 

Brain Age Gap（BAG）は脳MRIと人工知

能を用いて推定された脳年齢と実年齢の差を

示し, 健康老化からの逸脱を定量化するバイ

オマーカーであります．本研究では Amyloid 

PET 製剤の蓄積量と BAG の関連性について

解析し，SUVrとの関連が確認されております． 

特に若年層で Amyloid 蓄積が脳全体の老化

に強く関連していたことで, 特定の年齢層で

の BAGの活用性が示唆されております．これ

らは，JKPM2024 でポスター発表し，JSRT第

37 回東京支部秋期学術大会では新人研究奨励

賞を受賞しました（図 2）． 

 

4. おわりに 

 当研究科核医学分野にご興味がある方はご

連絡をお願い申し上げます．今後も学生教育

および研究発表などで先生方のお世話になる

機会があると存じます（図 3）．引き続きご指

導の程何卒よろしくお願い申し上げます． 

 

図 2. JKMP2024, 37th 東京支部大会 参加 

 

図 3. 2024 年度 卒業生（学部生・院生） 
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E-mail: k.tsuda.rz@juntendo.ac.jp
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杏林大学大学院保健学研究科保健学専攻診療放射線学分野 

量子医療技術学研究室 教授 山本 智朗 

 

１．はじめに 

杏林大学保健学部診療放射線技術学科は

2013 年に東京都八王子キャンパスに開講し，

2016年 4月からは三鷹市に新設された井の頭

キャンパスに移転しました（図１）．

 

2017 年，第 1期生の卒業に伴い，保健学専攻

診療放射線学分野として博士前期課程が開講

し，2019年には博士後期課程が開講され現在

に至っています．杏林大学は建学の精神とし

て「眞善美の探求」を掲げています．「眞」は

真理を究めるための学問をすること，「善」は

倫理観を持ったよき人間性・人格を形成する

こと．「美」は自然を愛し，他人を尊重し，自

らの身を持するのに厳しくあれば，美しい風

格のある人間に成長していくことを意味しま

す．杏林大学は 3つのキャンパス（八王子・井

の頭・三鷹）と 2つの附属病院（本院・杉並病

院）をもち，教育研究においては各キャンパス

の特徴を活かして連携し，共同研究なども盛

んに行われています． 

 

２．診療放射線学分野 

 保健学専攻は診療放射線学のほか，看護養

護，臨床検査，リハビリ，臨床工学，救命救急，

健康福祉，臨床心理といった様々な分野があ

りますが，診療放射線学を専攻する学生の割

合が多いことが特徴の 1 つです．主に学部か

らそのまま進学する学生が多いのですが，毎

年社会人大学院生も入学しており，専門性の

高さはもちろん，基礎から実践まで，また医療

以外の分野を含め，非常に幅広い研究をして

います．研究室は「医用画像技術学」，「画像診

断技術学」，「量子医療技術学」，「診療放射線技

術学」および「放射線科学」の 5つが設置され

ています．卒業研究ではこれらの研究室（ゼミ）

に配属され研究活動をする関係もあり，進学

率は15～20％と私学の中では高い進学率にな

っています．大学院では職務上，教授または准

教授が指導教員となりますが，本学では職位

の垣根をなくし，主に博士の学位を持った教

員がその専門性を活かして大学院生と一緒に

研究をやるスタイルを通しています．社会人

院生も徐々に増えてきていますので，講義は

WEB を使った夜間開講も積極的に取り入れ

ており，遠方の社会人院生も学べるように配

慮しています． 

 大学院では多様な専門性を有する教員がい

ます．例えば，死後画像診断技術学では日本で

はあまり行われていない造影に関する研究と

して造影剤の開発や撮像法の研究を行ってい

ます．放射線計測学では微細加工技術を用い

たガス電子増幅装置の開発を行っています．

近年では AI（人口知能）を活用した画像再構

成や画像処理に関する研究や放射線治療計画

への応用は人気があり，核医学でも短時間撮

影への活用を研究しており，AI関連は本学で

一番学生数の多い分野です．MRI ではシミュ

レータや実機を使った定量技術やシーケンス

の開発を行っています．その他，造血幹細胞を

用いた放射線被ばくに関する研究が行われて

います．ユニークな研究としては遺跡からの

 

図１ 井の頭キャンパス正門より 
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出土品に対して CTやMRIを使った研究があ

り，実機でここまで詳細な画

像が得られるのか？と思わ

せる結果も出しています．詳

しくは大学院ホームページ

をご覧いただければ幸いで

す．（https://rtdaigakuin.wixsite.com/website） 

 

３．死後造影撮影に関する研究紹介 

 一部ではありますが，筆者の研究概要をご

紹介します．近年ではオートプシーイメージ

ングとして施行件数も増えていますが，その

ほとんどは単純 CT 撮影です．しかし特に欧

州では専用の油性造影剤を利用した死後造影

CT撮影がよく行われています．我々は医学部

解剖学教室との共同研究で，篤志献体の死後

画像検査として，X線撮影，単純・造影 CT検

査，単純・造影MR検査および頭部血管 DSA

検査を行い，医学部生の解剖実習や医師の

CST（Cadaver Surgical Training）のほか，

各診療科の医学研究にも取得画像が利用され

ています．死後画像に利用される造影剤は古

くは硫酸バリウムなどもありましたが，我々

は水溶性造影剤として CT用およびMRI用の

造影剤の独自開発し，造影剤投与デバイスの

開発も行っています（図２）．CT 用としては

ハロゲン元素のｋ吸収端を利用してハロゲン 

 

化合物をリガンドにした死後画像専用 CT 造

影剤は非常に低価格で大量に作ることが出来

ています．MRI ではガドリニウム化合物をリ

ガンドにした専用造影剤で綺麗な全身 MR 血

管像を描出することに成功しています．これ

らの研究成果は，国内ではオートプシーイメ

ージング学会などで提示させていただいてい

ますが，死後造影は国内より国外のほうが盛

んなので，大学院生も一緒に，国際法医学放射

線画像学会などで研究成果を公開しています

（図３）． 

 

 また，死後画像検証のため，実際に検査を行

った篤志献体の解剖を実際に行い，画像解剖

と肉眼解剖の有用性の検証も行っています．

某美容整形外科医の問題によって解剖に対す

る対応が非常に厳しくなりましたが，医学部

との共同研究という形をとって研究倫理に則

り研究が行える環境が整っていることは全国

的にも少なく，大変素晴らしいと思います． 

 

最近では新しい試みとして，死後頭部トラ

クトグラフィにトライしており，死後でも頭

部病変部に一致して神経束の欠落が観察する

図２ 開発した専用造影剤投与装置 

  

 

図３ ISFRI2023, 2024 にて 

 

図４ 死後トラクトグラフィの一例 
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ことも出来ています（図４）．今後の計画には

T1マッピングなども死後画像に応用し，死因

究明に定量的なアプローチが出来るのではな

いかと期待しているところです． 

 

４．おわりに 

 本学大学院では，ユニークな研究内容だけ

ではなく，先鋭的なアプローチも積極的にト

ライしています．何より，学費が非常に安く，

国公立とほとんど変わりません．是非社会人

の方々にも興味をもって頂き，学会などで見

かけましたら遠慮なくお声がけください． 

 

【問合せ先】 

杏林大学大学院保健学研究科診療放射線学専

攻 

〒181-8612 三鷹市下連雀５－４－１ 

山本 智朗 

電話 0422－47－8000（代）
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新潟医療福祉大学大学院 保健学専攻 放射線情報学分野 

あなたの臨床経験が医療を変える研究になる !! 

市川 肇   

 

1．はじめに 

新潟医療福祉大学は「教育基本法及び学校

教育法の精神に基づき，広く保健・医療・福祉

に関する専門の学芸を教授研究し，豊かな人

間性と高潔な倫理性を涵養し，保健・医療・福

祉に関する指導的人材の養成を目指し，学術

文化の発展に寄与し，人類の福祉の向上に貢

献すること」を建学の精神として，2001年に

開設されました．現在，7学部 16学科を有し，

診療放射線学科は 2018 年 4 月に開設された

比較的新しい学科です． 

大学院では社会人院生の受け入れにも積極

的で，長期履修制度や平日夜間の授業など，働

きながら学びやすい環境を整えています．修

士課程の入学試験は年 4回（9月～3月）実施

され，幅広い受験機会が用意されています． 

詳しくは大学公式ページをご参照ください． 

https://www.nuhw.ac.jp/grad/smaster/radiat

ion/ 

 

2．保健学専攻 放射線情報学分野（修士課程） 

放射線情報学分野には，分野長の花村教授

をはじめ診療放射線学科の 9 名の指導教員が

在籍し，脳機能解析，医用画像解析，核医学，

放射線治療，放射線計測，情報科学など多様な

分野で研究指導を行っています． 

大学院の講義は平日夜間（6限18:10～19:40，

7 限 19:50～21:20）に行われ，現地参加とオ

ンラインのハイブリッド形式を採用していま

す．社会人院生にとって学修やすく，ライフス

タイルに合わせた履修が可能です． 

研究環境としては，メディカルイメージン

グセンターに 3T MRI（図 1），64 列 MDCT

（図 2），マンモグラフィ，X線撮影装置，超 

 

音波装置などの最新機器を備え，臨床に即し

た研究が可能です（図 3）．また，深層学習・

機械学習環境や放射線治療計画装置も整備さ

れ，幅広い研究テーマに対応できます． 

 

図 1．3T MRI 装置  

 

 

図 2．64列MDCT 

 

さらに，各ゼミでの個別指導に加え，ゼミの

垣根を超えた合同の研究進捗発表会を毎週開

催しています．2名の大学院生が 30〜40分ず
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つ発表し，他ゼミの指導教員や学生から多角

的なフィードバックを受けられる仕組みです．

これにより，研究分野の壁を打破するヒント

が得られることも多く，オンライン参加も可

能です（図 4）． 

博士後期課程（医療福祉学専攻）では，博士

（保健学）の学位取得が可能です．診療放射線

学科の児玉教授が専攻長を務め，放射線分野

の大学院生にとって心強い体制です． 

また，本学の特色として，タイの名門・マヒ

ドン大学とのダブルディグリー・プログラム

を実施しています．両大学で学び，双方の修了

要件を満たすことで，それぞれの大学から学

位が授与されます．毎年，マヒドン大学から留

学生を受け入れており，学内で国際交流の機

会も豊富です（図 5）． 

 

 

図 3．3T MRIで研究中の大学院生 

 

 

図 4．大学院発表会 

 

 

図 5．留学生への講義 

 

3．市川ゼミ 

私は本年の 4月より着任し，現在，学部 1年

生 7名（基礎ゼミ），学部 3年生 7名（卒研ゼ

ミ）が所属しております． 

基礎ゼミは少人数制で大学生活でのマナー

と学びの基礎を習得すると共に，セーフティ

ネットを構築することを目的とするものです．

本学では基礎ゼミ単位できめ細かく学生の学

修支援に努めております．卒研ゼミは文字通

り卒業研究を行います．私のゼミでは，現在，

機械学習による線量情報を利用した患者の体

重推定，呼吸抑制デバイスの利用範囲に関す

る研究，PET 画像の自動腫瘍範囲検出に関す

る研究などを進めており，核医学全般，医用画

像の画質評価，AIに関する研究をテーマの柱

としています． 

着任して間もないため，現在，大学院生は所

属しておりませんが，毎週の研究発表会や大

学院の講義，就職の相談などを通じて共に学

びながら，今後の院生受け入れに向けて体制

を整えております． 

 

4．おわりに 

放射線情報学分野では，医療現場の課題解

決につながる実践的かつ先進的な研究を推進

しています．社会人としての経験を活かしな

がら，新たな専門性と研究力を身につけたい

方を歓迎します．
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藤田医科大学大学院のご紹介 

藤田医科大学大学院 医用量子科学領域医用量子科学分野   

白川 誠士，南 一幸 

1. 藤田医科大学大学院の概要 

 藤田医科大学大学院保健学研究科は，改組

により 2024年度から医療科学研究科へと名

称を変更し，修士課程および博士後期課程が

設置されました．医療科学研究科は医用量子

科学領域，生体情報検査科学領域（主に臨床

検査），医用生体工学領域（主に臨床工学）

の３領域で構成されています．このうち医用

量子科学領域は，医用量子科学分野と医学物

理学分野から構成されます．当大学院の最大

の特徴は隣接する藤田医科大学病院との連携

にあります．多くの研究室において，放射線

部門をはじめとする病院の各部門と協力しな

がら，教育・研究が展開されています．ま

た，本学が橋渡し研究拠点に採択されたこと

により，今後は分野・部門間を横断した臨床

応用を志向する研究の一層の活性化が期待さ

れます． 

医用量子科学分野には核医学に関連した教

員が所属しており，白川研究室では核医学技

術を主軸とした研究テーマに取り組んでいま

す．南研究室では核医学領域の被ばく線量測

定および防護に関する研究を行なっていま

す．上記の研究室ではいずれも修士課程の学

生指導が可能です． 

 

2. 白川研究室 

白川研究室では，下記のテーマに取り組ん

でいます． 

・モンテカルロシミュレーション組み込み再

構成法 

・Deep Learning による画像処理に関する研

究 

・CT less 減弱補正法の開発 

当研究室では，モンテカルロシミュレーショ

ンを駆使し，SPECT画像の様々な補正法や

画像処理法の開発に取り組んでいます．近年

注目されている Deep Learningも積極的に取

り入れ，SPECT画像のさらなる定量性向上

を目指しています．研究活動だけでなく，学

生間の交流も大切にしています．大学院生と

学部生が合同で参加する抄読会やゼミを定期

的に開催し，誰もが自由に意見を交わせるオ

ープンな環境づくりを心がけています．時に

は美味しいお菓子やおやつを囲んで，和やか

な雰囲気の中で活発な議論が繰り広げられて

います． 

 

3. 南研究室 

南研究室では，下記のテーマに取り組んで

います． 

・核医学領域における放射線被ばく評価法に

関する研究 

・核医学領域における放射線防護措置に関す

る研究 

・放射線被ばくシミュレーションに関する研

究 

2025 年現在，学部 4年生 3名が在籍していま

す．近年は，2024年に当院で本格稼働したセ

ラノスティクスセンターにおける医療スタッ

フの被ばくに関する研究に取り組んでいます．

また，放射性医薬品の製造や核医学治療に関

する測定結果を多角的な視点から分析できる

リサーチマインドの育成を目指しています． 
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4. 社会人学生の受け入れについて 

医療科学専攻の募集は例年 8 月に開始され

ます．2025 年度の募集人員は 25 名であり，

この中には，医用量子科学分野だけではなく，

臨床検査や臨床工学の分野も含まれます．社

会人であっても次の条件のいずれかを満たす

ことで出願が可能です． 

・大学を卒業している方 

・修業年限 4 年以上の専修学校の専門過程

を修了した方 

特に，診療放射線技師の資格を有し，3年以上

の実務経験があれば社会人特別選抜による受

験が可能です． 

上記に該当しない場合でも，入学資格審査

を経ることで出願が可能な場合がありますの

で，詳細は最新の募集要項をご確認ください．

いずれの場合にも，出願の前に希望する研究

室の教員に連絡を取っていただき，研究内容

や進学について気軽に相談をしてください． 

また，社会人学生への配慮として，標準年限

（2 年）を超えて 3 年または 4 年で修学する

長期履修制度や昼夜開講制も導入されていま

す．平日の第１〜５限の他に，第６限（18：00

〜19：30），第７限（19：40〜21：10）での授

業や，土曜日に集中講義も開講されています． 

 

5. 最後に 

文部科学省は令和 6 年 3 月に博士人材活躍

プラン 1)を取りまとめ，2040 年までに博士号

取得者の割合を現在の約 3 倍に増加させるこ

とを目指しています．この目標達成のために

は，その母集団である修士号取得者の増加が

不可欠です．ぜひ，多くの診療放射線技師にも

修士号だけでなく博士号取得にも挑戦してい

ただき，医療や社会の発展を牽引する人材と

して活躍されることを期待しています． 

 

1) 文部科学省．「博士人材活躍プラン〜博士

を と ろ う 〜 」 に つ い て ．

https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/1

278386_00002.htm  

最終アクセス 2025年 7月 3日 
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鈴鹿医療科学大学大学院 中舍研究室 

 

鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 放射線技術科学科 

同大学院 医療科学研究科 医療科学専攻 

中舍 幸司 

 

１．鈴鹿医療科学大学・大学院 

 本学は 1991 年に「鈴鹿医療科学技術大学」

として開学しました．当初は保健衛生学部（放

射線技術科学科，医療栄養学科）と医用工学部

（医用電子工学科，医用情報工学科）の 2 学

部 4 学科であり，日本初の 4 年制医療系大学

としてスタートしました．学生教育とともに

並行して積極的に大学づくりが進み，1996年

に大学院「医療画像情報学研究科 医療画像

情報学専攻（修士課程）」が開設，1998年に大

学名称を「鈴鹿医療科学大学」に変更，1999

年に大学院名称を「保健衛生学研究科」に変更

し併せて「医療画像情報学専攻（博士後期課

程）」が開設されました．さらに，2009年に大

学院東京サテライトキャンパスが開設され，

2010年より大学院研究科として現在の「医療

科学研究科 医療科学専攻」が開設されてい

ます．大学の学部や学科は開学より徐々に数

が増え，大学院も「薬学研究科 医療薬学専攻」

が開設されました．現在ではキャンパスは千

代崎キャンパス（図 1）と白子キャンパスの 2

キャンパス（図 2）があり，4 学部 11 学科を

有する「医療・福祉の総合大学」として運営し

ています．また，2015年に特別養護老人ホー

ム「桜の森白子ホーム」を白子キャンパス隣接

地に開設，2021年に緩和ケアを専門とする大

学附属病院「鈴鹿医療科学大学附属桜の森病

院」が白子キャンパスの一角に開設されてい

ます． 

 

図 1 鈴鹿医療科学大学千代崎キャンパス 

 

図 2 鈴鹿医療科学大学白子キャンパス 

大学の建学の精神は，「科学技術の進歩を真

に人類の福祉と健康の向上に役立たせる」で

あり，高度化した医療現場で活躍できる知性

や人間性を兼ね備え，また多職種と連携して

質の高いチーム医療を提供できる医療・福祉

のスペシャリストの養成を目指しています．
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本学には「医療人底力教育」という授業があり，

そこでは学部学科の垣根を超え，全学部学科

を交えた全学共通基礎教育を行っています．

医療人底力教育のコンセプトとして底力を 4

つの要素「前に踏み出す力」「考え抜く力」「感

じる力」「コミュニケーション力」で構成し，

授業を行っています．本授業では，医療人に共

通して求められる，専門科目の教育だけでは

培うことのできない基盤的な技能・知識・態度，

ヒューマニズム教育が行われ，良質な医療人

として活躍できる人材育成を行っています．

また，大学にはボランティアセンターがあり，

大学内外から寄せられたボランティアを学生

に周知し，積極的にボランティア活動を行え

るようにもしています．大勢の学生が様々な

ボランティア活動に参加し，奉仕の精神や医

療人の心得の取得を目指すこと，さらに他学

科との交流を通してチーム医療についても学

んでいます． 

 

２．放射線技術科学科 

 2025年度本学科の在校生は 435名，教員数

は教授 5名，准教授 7名，助教 3名，計 15名

で構成されています（2025 年 7 月 1 日付）．

各分野に特化した様々な教員が在籍し，教員

15 名が連携して，国家試験合格さらに病院で

即戦力となれるよう日々学生教育を行ってい

ます．本学には数多くの装置が導入されてい

ます．X 線 CT 装置，MRI 装置，超音波画像

診断装置，X 線撮影装置（フラットパネル対

応），3D 医用画像処理ワークステーション，

フラットパネル搭載 X 線透視撮影システム，

トモシンセシス対応乳房 X 線撮影装置，画像

読影システムなどがあり，学内実習や卒業研

究，教員自身の研究に使用しています．本学に

は管理区域の設備がないために核医学診断装

置（SPECT 装置や PET 装置）は導入されて

いません．そのため核医学の学内実習では PC

を用いてシミュレータ実習を行っています．

核医学診断装置を用いた卒業研究をする場合

には，県内外の医療施設にご協力いただき，診

療時間外に装置をお借りして行っています．

近年では，学内実習で使用しているシミュレ

ータを用いた研究も行っています. 

 

３．大学院 

 医療科学研究科 医療科学専攻では，修士

課程と博士後期課程を開設し，社会の期待に

応える高度専門職医療人養成を目指していま

す．大学院生には，学部教育修了後にそのまま

入学する大学院生，病院に勤めながら大学院

に通う社会人大学院生で構成されています．

放射線に関する分野の大学院生は，現在，社会

人院生のみが在籍しています．大学院で研究

を学びたい，後輩の教育や指導方法を学びた

い，さらに大学院を通じてさらなる高度な知

識と技能技術を身に付けたい方はぜひ社会人

院生を目指してほしいと思います． 

 本専攻では，様々な分野が存在します．診療

放射線技師に関する分野では放射線情報学分

野があり，本分野に在籍する教員から指導教

員を決定し，大学院教育の指導を受けます．豊

富な経験と実績を持ち合わせた教授陣ですの

で，どの教員もモダリティに関係なく指導い

ただけます．研究は，自施設で研究を行ってい

ただき，Zoomやメールのやりとりで研究を進

めていきます．本学の装置で研究したい方は

大学に来て研究していただくことも可能です．

また，研究成果をプレゼン発表する輪講授業

が年に 2 回開催され，各分野の大学院生及び

教員が聴講します．そこで指導教員以外の大

学院教員からの指導も受けることができ，さ

らなる研究の質の向上（ブラッシュアップ）に

繋げることもできます．授業に関しては，ほと

んどの科目が遠隔授業対応となっています．

大学院も学部の医療人底力教育のように，他

分野の大学院生と共に学ぶ授業が存在します．

他分野の大学院生と交流できる場があり，そ
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のような授業構成のものがあることも本大学

院の魅力と感じています． 

大学院にご興味ある先生方はぜひご検討い

ただけると幸いです．何かご質問等ございま

したら，私までお問い合せください． 

（東京サテライトキャンパスは 2023 年度の

入学生をもって募集停止となり，現在は鈴鹿

医療科学大学千代崎キャンパスの医療科学研

究科 医療科学専攻の募集のみとなっていま

す） 

４．中舍研究室 

 中舍研究室は，今年で早10年を迎えました．

卒業研究は，核医学だけでなく，X線 CT，MRI，

X 線 TV など，学生が興味を持った内容をテ

ーマとして行っています．過去に行った卒業

研究のタイトルを数例紹介します． 

✓ MRIにおける前下関節上腕靱帯の描出に

ついての検討 

✓ トモシンセシスを用いた金属の違いによ

るエッジの影響 

✓ トモシンセシスの走査角度の違いにおけ

る金属アーチファクトの検討 

✓ グリッドへのＸ線入射条件の違いによる

画質への影響 

✓ 鉛エプロンの放射線防護能力の基礎的検

討 

✓ 心臓用半導体 SPECT装置における体厚

の違いが画質に与える影響 

✓ 心筋シンチグラフィにおける肝臓からの

心筋外集積の影響の検討 

✓ 心筋血流シンチグラフィ SPECT画像に

おける減弱補正の評価・脳血流 SPECT

における血流低下部位のカウント値と統

計解析ソフトを用いた血流低下度の関連

性評価 

✓ SPECT画像の画像再構成の違いでの画

質の変化について 

 卒業研究は，研究テーマで数名ずつのチー

ムを組み，私を含めチームで試行錯誤しなが

ら研究を進めていきます．チームで行うこと

は，他者の意見を聞きみんなで良いものを作

り上げていくこと，また結果がでたときにチ

ームで喜びを分かち合うためです．卒業研究

は学生にとってとても重要な授業の一つです．

この経験が今後の社会人生で活かせるように

と願って指導しています．さらに発表に意欲

がある学生は，学会発表も行っていただいて

います（図 3）． 

 

図 3 学会発表時の写真（左 中舍） 

また，ゼミ生にはこの卒業研究だけでなく

何事もみんなで協力して良いものを作り出す

ことを指導しています．やはり 4 年次のゼミ

仲間は今後も一生の友達になりやすいと思い

ますので，仲間（協調性）を大切にすることを

念頭に置いて指導しています． 

 

 中舍研究室から社会に出た方は大学院生を

含め 100 名を超えています．全国の病院や医

療機関で社会人としてしっかりと活躍されて

いることを願っています．学会や研究会でお

会いして頑張っている姿を拝見すると非常に

嬉しく，最近ではそれが楽しみの一つでもあ

ります．今後も研究や教育に真摯に向き合い

切磋琢磨して行っていきます．皆様，これから

もどうぞよろしくお願いいたします． 
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1．森ノ宮医療大学に 

森ノ宮医療大学は大阪湾に浮かぶ人工島・

咲州に位置しており(図 1)，隣接する夢洲では

2025 年日本国際博覧会(大阪・関西万博)が開

催されています． 

未来の医療や都市開発が交差するこの地に

おいて，森ノ宮医療大学は 2007年に開学され

ました．その前身は 1973年に設立された大阪

鍼灸専門学校であり，開学当初は保健医療学

部に鍼灸と理学療法学科の 2 学科を有するの

みでしたが，その後，看護，臨床検査，臨床工

学，診療放射線学科などを順次開設し，2022

年には「看護」「総合リハビリテーション」「医

療技術」の 3 学部体制へと再編されました．

2024 年には言語聴覚学科も加わり，現在では

3 学部 8 学科を擁する医療系総合大学へと発

展しています． 

また，大学附属の大阪ベイクリニックの開

院や，専門職連携教育(IPE)を通じたチーム医

療教育にも力を入れています．さらに，2025

年春に全学科で活用できる高度な「シミュレ

ーションセンター」が開設され，より実践的な

医療教育の充実を図っています． 

2．森ノ宮医療大学大学院 

森ノ宮医療大学では，学部教育に加えてよ

り高度な専門知識と実践力を備えた医療人を

育成するため，大学院教育にも力を入れてい

ます．2011年には，大学院保健医療学研究科

保健医療学専攻(修士課程)を開設し，専門的か

つ研究志向の教育を展開してきました．この

修士課程の設置を皮切りに，現在では，保健医

療学専攻(修士課程)に加え，医療科学専攻(博

士後期課程)，看護学専攻(博士前期課程)，看護

学専攻(博士後期課程)と，学問の深まりに応じ

た体系的な大学院教育体制が整えられていま

す．保健医療学専攻(修士課程)では，Evidence-

Based Medicine(EBM)とチーム医療の概念を

基盤とし，科学的かつ包括的な視点から課題

を分析・解決できる高度な医療専門職業人の

養成を目指しています．また，多職種が連携す

る多元的な医療システムを理解・受容しつつ，

新たな保健医療の価値観や発想を生み出す力

を育てることを目的としています． 

大学院生は，特に臨床経験に基づく実践的

な疑問や課題を研究テーマとすることが多く，

医療技術専門職ならではの視点を活かした質

の高い研究が展開されています．こうした研

究活動は，実際の医療現場に根ざした課題解

決へとつながる点でも大きな意義があります．

また，社会人の方にも無理なく学んでいただ

けるよう，講義を特定の曜日に集約するなど，

柔軟なカリキュラム編成を行っています．働

きながらでも学修や研究を継続できる環境が

整っており，臨床現場での勤務と両立しなが

ら専門性をさらに高めたいという意欲を持つ

方々を積極的に支援しています． 

 

 

 

図 1 大学の所在地 (HPより抜粋) 
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3．大学院の診療放射線分野 

森ノ宮医療大学大学院では講座制を採用し

ておらず，保健医療学研究科の教員ごとに独

立した研究室が設けられています．診療放射

線分野に関連する研究室の多くは医療技術学

部診療放射線学科の教授，准教授，講師が兼任

しており，学部教育と連携した研究指導が行

われています． 

同学科は 2020 年に設置された新しい学科

であり，2024 年に第 1 期生，2025 年に第 2

期生が卒業したばかりのため，現時点では各

研究室に所属する大学院生や社会人学生の数

は限られています．一方で，学部生による研究

活動や学会発表への支援体制は早くから整備

されており，例えば 2025年春に開催された第

81 回日本放射線技術学会総会学術大会では，

3・4年生併せて 30名超が参加し(図 2)，その

うち 12名が口頭発表を行うなど，研究への高

い関心と実践が見られています． 

また，現在は他学科との連携，さらには臨床

実習先の医療機関との協力体制の構築も着実

に進められており，今後の研究展開に大きな

可能性を持っています．画像診断，放射線治療，

医療物理，AI・データ解析など，先進的かつ多

様な研究領域に対応できる体制が整っており，

診療放射線技師としての専門性を高めたいと

考える社会人の方々にとっても，学びと挑戦

の場が用意されています． 

 

4．研究室の活動 

垣本研究室は，2025年 5月現在，学部 4年

生 6名と 3年生 6名が所属しており，タスク・

シフト／シェアに伴う放射性医薬品投与の教

育訓練，認知症患者の脳画像解析，その他の画

像解析など，大きく分けて 3 つのテーマの研

究に取り組んでいます．以下に簡単に紹介し

ます． 

 

(1) タスク・シフト／シェア 

 皆さんご存じのように，2021 年 10 月に診

療放射線技師法施行規則の一部が改正され，

診療放射線技師の業務に新たに，静脈路確保，

放射性医薬品の投与，投与後の抜針や止血な

どの医療行為が追加されました．診療放射線

技師養成校においても，当然これらの実技訓

練を実施する必要があります．一方で，教育機

関において非密封放射線源を取扱う施設を保

有する施設は少なく，また，学生にとっても穿

刺や被ばくのリスクを避けられません．そこ

で，安全に頻回トレーニングできる仮想現実

(VR: Virtual Reality)技術に着目しました．

VR はリアルな臨場感やインタラクティブな

要素によって学習者の興味と感心を引き付け

ることが可能なため，効果的な教材として期

待されています． 

量子科学技術研究開発機構本部情報基盤部

と共同研究契約締結後，奥田保男氏，長谷川慎

氏，藤瀬大助氏らと「放射性医薬品投与 VR シ

ステム」のプロトタイプ版(図 3)を開発し，ゼ

ミ生も参画して研究を進めてきました．核医

学検査時の接遇や手技を簡易的に体験できる

教育コンテンツとなっており，その教育効果

を生理学的指標，客観的心理スコア，選択肢問

題，脳波によって検証してきました．結果とし

て，学生にとっての VRトレーニングは，教育

的に有意な効果が認められました 1)．今後は，

実際の手技について医療技術評価などで評価

し，トレーニング効果を検証する予定です(科

研：22K13770)．  

 

図 2 JRC2025@横浜 (2025/4/12) 
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以下に，学会での口頭発表を列挙します． 

 

「垣本他，放射性医薬品投与における没入型 VR操

作と脳波および緊張度の関連性．第 26回日本ヒト

脳機能マッピング学会 (2024)] 

「垣本他，診療放射線技師による放射性検査医薬品

投与の接遇時における VR視聴型および没入型 VR

教材の開発．第 80回日本放射線技術学会総会学術

大会 (2024)」 

「垣本他，MR画像を用いた若年層における上肢静

脈走行タイプの分類．第 80回日本放射線技術学会

総会学術大会 (2024)」 

「垣本他，没入型 VRを用いた放射性医薬品投与訓

練における緊張度の計測．第 43回日本医用画像工

学会 (2024)」 

「谷他，放射性医薬品投与教育訓練における動画視

聴型 VRと没入型 VR体験時の気分尺度評価．第 1

回日本放射線医療技術学術大会 (2024)」 

「太田他，VR環境下における放射性医薬品投与訓

練時の脳波分析．第 1回日本放射線医療技術学術大

会 (2024)」 

「宮本他，Virtual Realityを用いた放射性医薬品投

与訓練における教育効果の検証．日本放射線技術学

会第 68回近畿支部学術大会 (2024)」 

「庭瀬他，Virtual realityを用いた放射性医薬品投

与訓練における集中度と教育効果の関連性評価．第

81回日本放射線技術学会総会学術大会 (2025)」 

 

 

(2) 脳画像解析 

 脳内に蓄積されたβアミロイド蛋白を除去

することで，アルツハイマー病による軽度認

知障害または軽度の認知症の進行を抑制する

ことができる薬剤，レカネマブ(2023年 12月)，

ドナネマブ(2024 年 11 月)の使用が始まりま

した．そして，治療適応か否か，βアミロイド

の蓄積を判断するための診断薬として，18F-

Florbetapir ， 18F-Flutemetamol ， 18F-

Florbetaben が利用されています．私は長年，

これらの製剤のベースとなった元祖アミロイ

ドトレーサーの 11C-PIB を含む，認知症の診

断薬について脳画像解析の研究を行っており

ました 2-4)．このように臨床の現場に診断薬と

して利用され始めるのは非常に感慨深く感じ

ます． 

 残念なことに森ノ宮医療大学には非密封の

放射性医薬品を取扱うことのできる核医学施

設はありませんが，浜松医科大学，静岡てんか

ん・神経医療センターの医師の方々と画像解

析に関する研究を進めております(図 4)．医療

現場で利用される前の新規PETトレーサーに

ついて，各脳領野における細かな画像評価を

行うことは非常に大切です．前述の診断薬の

ようにいつか臨床現場で出会えることを信じ

て，楽しんで画像を解析しています． 

 

 

図 3 教育用 VRシステム 

没入型VR

 

図 4 脳画像解析に関する研究報告会 

@森ノ宮医療大学 (2025/03/13) 
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(3) その他の画像解析 

 森ノ宮医療大学は 8 学科を有する医療系総

合大学ですので，他学科の先生との共同研究

も活発です．私は前述の PET 以外にも，MR

画像 5)の脳解析や，CT 画像 6)を用いた Deep 

Learning 処理にも携わっておりましたので，

これらの経験を活かして，他学科および他大

学との連携を含めたインクルーシブな研究が

進行中です 7)． 

 また，大阪公立大学との共同研究では，近隣

地域の高齢者をターゲットにした認知症の研

究にも取り組んでいます(科研：22K11317)．

主観的記憶障害を有する方々に対して，作業

療法学的な刺激を与えて記憶障害の改善を検

証する研究であり，長期的な追跡調査をして

おります．現在の画像評価はMRIのみですが，

各種PETトレーサーをバイオマーカーとした

脳機能評価の実施も計画しています．前述の

通り，本学には核医学施設がないため，ご興味

およびご協力いただける医療機関様は，是非

お問い合わせください． 

これの研究テーマ，またそれ以外のアイデ

アを基に，学位取得を目指される社会人の方

も歓迎いたします． 

 

 

問合せ先 

垣本晃宏 (かきもとあきひろ) 

森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 

同大学 医療技術学部 診療放射線学科 

 

〒559-8611 

大阪市住之江区南港北 1-26-16 

TEL ： 06-6616-6911 (代表) 

FAX ： 06-6915-8965 

E-mail ：  

akihiro_kakimoto@morinomiya-u.ac.jp 
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川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科医療技術学専攻 

（診療放射線技術学研究コース） 

松友 紀和 

 

1.はじめに 

川崎医療福祉大学は，1991 年に日本で初め

て「医療」と「福祉」の統合を理念として設立

された，医療福祉分野の総合大学です．岡山県

倉敷市に位置し，川崎医科大学や附属病院，川

崎医大総合医療センターなどを含む川崎学園

グループと連携しながら，実践的かつ高度な

教育と研究を展開しています．川崎医療福祉

大学では，「人間をつくる」「体をつくる」「医

療福祉学をきわめる」の三つの視点を柱に，人

間の尊厳を重視した教育を行っています．学

部および大学院においては，医療・福祉・看護・

リハビリテーション・臨床栄養・診療放射線技

術・臨床検査・臨床工学・医療情報・臨床心理

など，多様な専門分野を網羅し，チーム医療を

担う専門職の育成に力を注いでいます． 

大学院では，医療・福祉・健康分野における

理論と実践の融合を図り，幅広い専攻領域に

わたって高度な専門職や研究者を養成してい

ます．とくに，少子高齢化が進む現代社会や国

際的な課題に対応できる人材を，「人間愛と生

命の輝き」という理念を基盤に育成している

点が，大きな特長となっています． 

 

2.医療技術学研究科医療技術学専攻 

川崎医療福祉大学大学院は，医療福祉学研

究科，医療技術学研究科，医療福祉マネジメン

ト学研究科の 3 つの研究科で構成されていま

す．医療技術学専攻は 2021 年に医療技術学研

究科内に設置され，修士課程および博士後期

課程には，「臨床工学研究」「臨床検査学研究」

「診療放射線技術学研究」の各コース・領域が

設けられています．これらの課程では，共通の

基礎科目である「医療技術学基礎研究」に加え，

各専門分野に応じた演習・研究科目が配置さ

れており，体系的かつ実践的な学びが可能で

す．また，研究倫理，研究方法，国際的視野の

育成など，研究者としての基盤を強化するた

めの科目も充実しています．さらに，少人数制

によるきめ細やかな指導体制が整っており，

医療福祉分野に関する多くの専攻との交流会

を通じて，研究を基盤とした横断的なつなが

りを築くことができます． 

加えて，修士課程では最長 4 年，博士後期

課程では最長 6 年まで在籍可能な長期履修制

度のほか，遠隔講義（ただし，科目によります）

や各種奨学金，授業料の後払い制度も導入さ

れており，社会人大学院生に配慮した学びや

すい環境が整っています． 

学部からの進学率は国立大学養成校のよう

に高くはありませんが，大学教員や研究者，医

療機関における指導的な高度専門職を目指す

方にとって，本大学院は最適な学びの場とな

っていると思います． 

 

3.研究紹介 

現在，主に以下の 3 つのテーマを軸に研究

に取り組んでいます（本稿には前任校である

杏林大学大学院での研究が含まれます）．一つ

目は，SPECT および PET における定量精度

の向上です．新しい画像再構成法の開発や収

集・処理条件の最適化，空間分解能・散乱・減

弱補正の改良など，さまざまな観点から定量

精度の改善を目指しています 1-8）． 

二つ目は，核医学専用の防護メガネの開発

です（科研費・基盤研究 C：23K11969）．核医
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学で使用される放射性核種は，X 線よりも高

いエネルギーを有しているにもかかわらず，

市販されている X 線防護メガネの多くはこれ

を想定しておらず，PET や治療用核種に対す

る遮蔽効果が不十分であることが課題となっ

ています．そこで本研究では，水晶体被ばくの

低減を目的に，材質や構造の検討を進め，核医

学に特化した防護メガネの開発を目指してい

ます 9）． 

三つ目は，大規模言語モデル（Large 

Language Model：LLM）を活用した，患者説

明 10）および学生の学習支援に関する研究です．

近年，LLMを応用した医療・教育分野での活

用が注目されていますが，その一方で誤情報

（ハルシネーション）のリスクが指摘されて

います．この研究では，情報源の限定や，ユー

ザーから提供された情報に基づく応答生成な

どの工夫により，信頼性の高い応答を実現す

ることを目指しています．将来的には，放射線

技師の業務効率化，患者のベネフィット向上，

学生の学習意欲の促進につなげていきたいと

考えています．これらのテーマに加え，これま

でには以下のような研究にも取り組んできま

した． 

 

● 圧縮センシングを用いた新しい SPECT

画像再構成法の開発 

● 認知症パターンを模擬した虚血評価用フ

ァントムインサートの開発 

● スマートフォンの長期使用が脳血流に与

える影響の検証－ASLを用いた評価－ 

● 小児における 123I-MIBG シンチグラフィ

の定量精度と画質向上に関する研究 

 

研究テーマは多岐にわたりますが，すべて

に共通するのは「少しでも安心・安全・正確な

検査を患者に届ける」という思いです．これら

の研究成果は，大学院生による国内外の学会

での発表や，和文・英文誌への論文掲載という

形で積極的に発信しています． 

 

4.最後に 

核医学分野に関心があり，ともに研究を進

めたいという方は，お気軽にご連絡ください．

大学院での指導はもちろん，研究活動や学会

発表，論文執筆に関する支援も積極的に行っ

ています．今後も教育や研究の場を通じて，皆

さまと学び合い，共に成長していける関係を

築ければ幸いです． 
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図 1 川崎医療福祉大学の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  学会発表の様子（The 12th Asian 

society of nuclear medicine technology in 

Seoul，杏林大学大学院の院生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 川崎医科大学附属病院 PET/CT 検査室

にて（筆者） 
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【問合せ先】 

川崎医療福祉大学 医療技術学部 診療放射

線技術学科 

特任准教授 松友 紀和 

E-mail:nmatsumo_kg@mw.kawasaki-

m.ac.jp 

〒701-0193 岡山県倉敷市松島 288 

TEL：086-462-1111（内線 54921） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 大学院紹介 

帝京大学大学院保健学研究科診療放射線科学専攻（福岡キャンパス） 

関川研究室 関川 祐矢 

 

1. はじめに 

帝京大学は，1966年の設立以来，50年以上

にわたり幅広い学問分野で教育と研究を推進

してきました．2005年には福岡医療技術学部

が設置され，九州地域における医療系人材の

育成拠点としての役割を担ってきました．

2014年には現在の福岡キャンパスが竣工され，

教育・研究環境が大きく整備されました．2018

年には，大学院として「保健学研究科」が設置

され，より高度な専門職業人・研究者の育成を

行う体制が整い，これまでに 21名の大学院生

が保健学研究科を修了していきました． 

 

2. 保健学研究科について 

帝京大学大学院保健学研究科は，帝京大学

の建学の精神に基づき，高度な専門知識と実

践力，そして豊かな人間性を備えた人材を育

てることを目的としています．大学院教育の

方針としては，ディプロマポリシー（学位授

与の方針），カリキュラムポリシー（教育課

程の編成・実施の方針），アドミッションポ

リシー（入学者受け入れの方針）の 3つの基

本方針を掲げています．これらを軸に，教育

と社会貢献の両立をめざした大学院教育を行

っています． 

当研究科の大学院生は，通常「大学院生

室」で研究を行っており，研究室の垣根を越

えて交流できる環境が整っています．研究を

円滑に進められるよう，専用の研究室やミー

ティング室，実験・実習室などの環境も整備

されています． 

社会人学生の学びやすさにも配慮し，講義

の一部には遠隔対応も取り入れるなどの工夫

をしており，学生 1人ひとりのスタイルに合

わせた柔軟な学び方が可能となっています． 

また，Teaching Assistant（TA）制度を導

入しており，大学院生が学部教育に関わる機

会も設けています．学部学生を指導補助し，

教育的な視点や伝える力を育むきっかけとし

ています． 

 

3. 診療放射線科学専攻について 

診療放射線学専攻では，博士前期課程（修士

課程）に加えて，博士後期課程（博士課程）も

設けられており，臨床で活躍できる実践力と，

診療放射線科学に関する研究力の両方を兼ね

備えた人材の育成を目指しています． 

 

【博士前期課程のディプロマポリシー】 

博士前期課程では，以下のような力を身につ

けた人材を育てることを目指しています： 

 

• 医療現場で活躍できる高度な専門知識と実

践力 

• 幅広い保健医療の知識をもち，地域や国際社

会に貢献できる力 

• 診療放射線科学に関する事象を科学的に分

析できる研究的素養 

 

昨今，多くの分野で医学物理士が活躍してい

ます．当専攻では，医学物理教育コースを設け

ており，医学物理士としての専門性を身につ

け，資格取得を目指すことも可能としており

ます． 

【博士後期課程のディプロマポリシー】 

博士後期課程では，以下のような力を身につ

けた人材の育成を目的としています： 

 

• 診療放射線科学の最前線に立ち，独自に研究

開発を進められる研究力 



 大学院紹介 

• 専門的知識と実践力を活かして，医療現場で

の指導的役割を担える力 

• 保健医療全般に対する深い理解と，国際的な

視野を備えた応用力 

 

これらの教育は，いずれの課程も「基礎診療放

射線領域」と「応用診療放射線領域」の 2つの

柱に基づいて構成されており，大学院生は自

らの関心や将来像に応じた柔軟かつ体系的な

学びを深めていくことができます． 

 

現在，診療放射線科学専攻には，教授17名，

准教授 7 名，講師 3 名，助教 2 名の教員が所

属しており，豊富な臨床経験と研究実績をも

とに，丁寧な教育とサポートを行っています． 

博士前期課程には現在 3 名の大学院生が在

籍しており，それぞれの専門分野において意

欲的に研究に取り組んでいます．（図 1）．現在

行っている研究内容は，「デュアルエネルギー

CT を用いたレディオミクスによる非小細胞

肺癌の病理組織学的予測モデルの構築」や「滅

菌カートリッジ内 125Iシード線源の画像収集・

解析による線源強度計測法の開発」等，主には

放射線治療に関する研究を行っています．ど

の研究も将来の放射線技術発展に向けた先進

的な研究となっています． 

 

 

  

  

図 1：現在在籍中の大学院生 

4. 関川研究室について 

 関川研究室は 2020 年に立ち上がったばか

りの研究室ですが，既に 2 名の修了学生を輩

出しており，これまでにいくつかの成果を上

げてきました．主な研究室が行っている研究

内容としては，核医学領域におけるコンパー

トメントモデルを応用した画像生成，モンテ

カルロシミュレーションを用いた線量推定な

どがあり，さらには，最新技術を駆使した AI

による画像処理や予後予測に関する研究にも

積極的に取り組んでいます．  

これまで博士前期課程で学生が行ってきた

研究内容としては，AIを用いた脳血流SPECT

画像のノイズ除去手法の検討（図 2），脳

SPECTにおけるGANを用いたMR画像由来

の減弱マップ生成法の開発があります（図 3）．

これらの研究では，AI技術を駆使して臨床画

像の質と診断精度の向上を図るとともに，研

究成果を通じて一人でも多くの患者さんの助

けとなることを目指しています． 

 

 

 

 

 

図 2：研究結果画像 

 

 
図３：研究発表風景（第 64回日本核医学学

会学術総会） 

 

研究過程では，定期的に研究ミーティング

を行い，大学院生の主体性を尊重し，興味やア

イデアを共有・議論するように心がけていま

す．学生から得られたアイデアはできるだけ
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研究に還元し，形づくることを重視していま

す．研究成果は学会発表や論文として報告す

ることを目指し，計画立案から実施，解析，報

告に至るまでの各段階に応じて，順を追って

取り組めるよう支援します． 

当研究室には，4年次に研究室配属となった

学部生も毎年 6 名ほど在籍しています．大学

院生と学部生とのつながりも重視しており，

大学院生には学部生の研究指導補助を担って

もらうこともあります．これにより，互いの研

究への理解を深めるとともに，指導力を養う

機会にもなっています．毎年，当研究室からは

多くの学生が学会に参加しており，代表の学

生が研究成果の発表に臨んでいます．学生の

努力が実を結び，学生奨励賞を受賞すること

もあります．学会終了後には慰労会を開催し，

発表を終えた達成感を共有しながら，学生・教

員が楽しい時間を共に過ごしています．こう

した交流の機会が，その後のチームワークの

向上にもつながっています（図 4）． 

 

図 4：受賞後の研究室集合写真（第 39 回日

本学医学技術学会九州地方会） 

 

5. さいごに 

当研究室は志の高い学生を外部からも積極

的に受け入れたいと思います．本研究や教育

内容にご関心のある方は，ぜひ下記の QR コ

ードよりお気軽にご連絡ください．見学やご

相談も歓迎いたします． 

 

 

【連絡先】 

 

関川 祐矢（セキカワ ユウヤ） 

帝京大学 福岡キャンパス 

大学院保健学研究科 診療放射線科学専攻 

〒836-8505 福岡県大牟田市岬町 6-22 

TEL：0944-57-8333（代表） 

              5835（内線） 

FAX：0944-55-7703 

E-mail: ysekikawa@fmt.teikyo-u.ac.jp 

 



編集後記 

 

共有の場 

 

愛車が壊れました． 

移動手段が限られる地方において，車のない生活は想像以上に不便です．交通インフラの未整

備は，日常生活だけでなく，地域医療体制の維持にも大きな影響を及ぼします．これは，研究会

や地方会の開催においても同様で，Web 環境の整備により距離の壁は徐々に低くなってきてい

るとはいえ，移動の課題は依然として軽視できない現実です． 

学会活動は，放射線技術学の発展を目指し，会員の皆様と学術的な価値観を共有しながら研鑽

を積むために，多様な事業を展開しています．全国学会は，最先端の技術や研究成果の発表，国

際的な視点での情報共有，そして専門性を横断する交流の場として重要な役割を担っています．

一方，地方会は，地域に根ざした実践的な知見の共有や，近隣施設とのネットワーク形成，若手

や初学者にとっての発表の機会など，より身近で実践的な価値を持つ場です． 

では，核医学部会誌にはどのような役割があるでしょうか．私は，学術成果の蓄積にとどまら

ず，全国や地方での活動を補完する共有の場として，核医学部会誌が果たす役割は非常に大きい

と考えています．特に，核医学技術を中心とした教育的な役割，研究と臨床現場との橋渡し，そ

して学術的なコミュニティの形成において，核医学部会誌は貴重な媒体となり得ます．そこで，

今秋号では全国の大学院紹介を特集として企画いたしました．進学を検討されている方々にと

って，研究環境や教育体制を知る一助となれば幸いです．ぜひ，皆様の活動にご活用ください． 

研究会よりもさらに小規模な学術的コミュニティの形成も，非常に意義深い取り組みです．同

じ価値観を共有し形式にとらわれない自由な発想で互いの意見を議論できることは，学術活動

の原点と言えるのではないでしょうか．こうした活動を通じて得られた成果が，地方会や全国学

会だけでなく核医学部会誌を通じて広く共有されることを願っております． 

最後になりましたが，本誌発行に際しまして，ご執筆いただきました多くの先生方に感謝申し

上げます． 

 

島根大学医学部附属病院 矢田 伸広 


